
























2-2 青葉山追跡E地点第 5次調査 3層下部～ 4層 上面出上の石器
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7-1 芦ノロ遺跡第 4次調査 1区の縄文時代晩期の粘土採掘坑群
7-2 芦ノロ遺跡第 4次調査 1区の粘土採掘坑群出上の晩期縄文土器
芦ノ回遺跡第 4次調査 2区の埋没林 (南から)




































1996年 4月 10日 ～ 4月 27日 奈良 (旧姓菊池)佳子
青葉山遺跡E地点第 5次調査 (AOE5)
1996年 4月 1日 ～ 7月 19日  藤沢敦 。関根達人 。奈良佳子
芦ノロ遺跡第 4次調査 (TM4)
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2.図 1と 図 2は、それぞれ国土地理院作成の、2万 5千分の 1地形図「仙台西北部」と「仙台西南部」、1万分の
1地形図 「青葉山Jを使用した。図39は、国土地理院作成の 5万分の 1地形図 「川崎」「塩竃J「イ山台」「吉岡」
「関山峠」「松島」「岩沼J「 白石」を使用 した。
3.川 内地区の仙台城二の丸跡、および北方の武家屋敷地区にあたる地域の地形測量図は、仙台市教育委員会の
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Tab l  Excavations on the campus in the fiscal year 1996
調査の種類 調 査 地 点 (略号) 原 因 調 査 期 間 面 積 時 期
本 調 査
仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点(BK6) 給水管改修 4/10-4/27 15∬ 近  世
青葉山遺跡E地点第 5次調査 (AOE5) ボンプ室・受水槽新営 4/1-7/19 654コだ 旧石器・縄文早期
青葉山遺跡E地点第 6次調査 (AOE6) 理学部物理学科研究実験棟新営 7/1-10/11 1,692� 縄文早期




青葉山地区理学部生物学科・化学学科 (9併4) 青葉山基幹整備電気室新営 7/22・ 26
川内地区付属図書館東側 (96-4) 給水管改修
宮沢地区 (965) 富沢団地排水改修工事 12/2-1/9、 4/3
川内地区記念講堂西側駐車場 (96-6) 記念講堂周辺環境整備 3/21・ 26・ 27
A/1iyagi Pref
(Tohoku Univ)
Ruin of Sendai Castle
Kawauchi steles
Aobayama Site Loc B
Aobayama Site Loc E
Aobayama Site Loc C
Aobayama Site Loc A










1:仙台城跡 2:川 内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青菜山遺跡C地点
6:青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:芦 ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑
11:葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松 ヶ岡遺跡
18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡 20:茂 ヶ崎城跡 21:ニツ沢横穴墓群 22:萩 ヶ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡
24:ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡 26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿除土手)28:砂 押屋敷遺跡
29:砂押古墳 30:宮沢遺跡 31:泉崎浦遺跡 32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡
35:土手内検六墓群 36!三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群 39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡
41:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡 47:神漉山遺跡
48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図 1 東北大学と周辺の遠跡











青葉山地区では、本調査 2件、立会調査 3件を実施した (図 4)。
本調査を実施したのは、青葉山遺跡E地点第 5次調査と第 6次調査である。
青棄山遺跡E地点第 5次調査は、青葉山地区基幹整備の一環であるポンプ室・受水槽新営に伴う調査である。





青葉山遺跡E地点第 6次調査は、理学部研究実験棟 (2期 )新営に伴う調査である。この理学部研究実験棟は、
3期 に分けて工事を行う計画で、今回は、その 2期工事区域の調査である。調査地点は、1994年度に実施した青












































図 3 仙台城二の丸跡 。武家屋敷跡調査地点
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3.そ の他 の セ ンタ ーの活 動
青葉山遺跡E地点第 5次調査では、旧石器時代の遺物の発見があり、青葉山地区での旧石器時代の調査として




1996年 10月 5・ 6日 東北史学会 於 :弘前大学
「仙台市青葉山遺跡E地点の旧石器」 奈良 (菊池)佳子
1996年 12月 14日  宮城県遺跡調査成果発表会 於 :東北歴史資料館
「仙台市青葉山遺跡E地点第 5次調査」 関根達人
センター業務に関わる資料調査等としては、以下のとおりで、それぞれ担当する調査研究員が出張した。
1997年 1月 9・ 17・ 23・ 30日  中新田町立東北陶磁資料館
担当者 :関根達人
1996年 12月 7・ 8日 江戸遺跡研究会第10回大会 「江戸の都市空間」 於 :江戸東京博物館
担当者 :奈良 (菊池)佳子











1996年 12月 25日 ～1997年 1月 15日
宮城県教育委員会 パネル展『宮城の発掘調査』
青葉山遺跡E地点写真 4点
1997年 3月 17日 ～28日
当センターの業務に関わって、あるいは調査研究員の専門領域に関わる事項で、外部から派遣等の依頼があっ
たものは、次のとおりであった。
担 当 者 :関根達人
1997年 3月 29日  相馬市郷土研究会講師 於 :相馬市市民会館
当センターの調査研究員による科学研究費等の採択は、次のとおりであった。












仙台城は、仙台市街地の西方、広瀬川を渡った通称青葉山の東端に位置している (図 1)。 北と東を広瀬側に、
南を竜の口渓谷によって囲まれている。本丸は標高115～ 140mの急崖上に立地しており、北側の二の丸、北東側
の三の丸も、それぞれ標高61～ 78m、 40mの河岸段丘上に位置する (図 2)。












版籍奉還の明治 2年 (1869年 )には二の丸に勤政庁が置かれ、明治 4年 (1871年 )の廃藩置県後は、仙台城が


















2.調 査 経 緯
(1)調査地点の位置
今回の調査は、川内北地区の給水管改修に伴う調査で、工事対象区域は川内北地区の東半部の広い範囲に渡る
が、本調査を行ったのはごく一部である (図 6)。 川内北地区は、藩士のなかでも、比較的上級の者の屋敷が置か
れた場所である。本調査を行ったのは川内地区体育館の北西側で、川内構内でも北端に近いところである。調査
地点の東側には、北西～南東方向に崖が存在する。これは段丘崖で、江戸時代の絵図でも、この段丘崖が屋敷地






















図 6 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点調査区の位置 0)








































3層    25Y5/1 黄灰色 場所によって砂質シル トか ら粘土質シル トまで土質は変化  4層 プロック
含む
4a①層 10YR4/3～ 3/3 1こ ぶい黄褐色～暗褐色 シル ト 粘性弱 。しまりやや強 炭化物・美褐色土
プロック多量に含む 径4cm前後の小円礫多量含む
4a②層 10YR4/2 灰黄褐色 砂質ンル ト 粘性やや弱 。しまり中 炭化物多量・焼土粒含む 黄褐色
上の小粒を多く含む
4a③層 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性弱・ しまり強 褐色粘土質ンル トがまだらに入る 炭化物含む
4a④層 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり強 炭化物多く含む 黄褐色土プロック少
量含む
4a⑤層 5Y6/1 灰色 砂質シル ト 粘性弱 。しまりやや強 炭化物・焼土・黄褐色土プロック含む
4a⑤層 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト 粘性弱 。しまり中 炭化物多量含む 黄褐色ブロック少量含む
径 5cm前後の小円礫多く含む
4a⑦層 5Y5/1 灰色 ンル ト 粘性弱 。しまり中 炭化物・焼土粒含む 黄褐色土小プロック含む
4a③層 10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 粘性中・ しまりやや強 炭化物含む 黄褐色プロックまだらに
多く含む
4a⑨層 75Y4/1 灰色 粘土質ンルト 粘性中 。しまり弱 酸化鉄が入る
4a⑩層 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 粘性弱・ しまり中 炭化物多く含む 黄褐色ブロック
多く含む
4b①層 10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性やや弱・ しまり強 褐色粘土質シル ト含む
4b②層 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり強 黄褐色シル トブロック多く含む
浅い落ち込み埋 1
4a9層浅い落ち込み
4a②層  キ /92 浅い落ち込み
1号土坑
埋 1層  10YR4/3 1こ ボい黄褐色 ンル ト 粘性中 。しまり弱 炭化物・焼土粒・円礫・遺物を多量に含
む
埋 2層  10YR3/4 暗褐色 ンル ト 粘性中 。しまりやや強
埋 3層  10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性弱 。しまり弱
1号池状遺構
埋 1層  10YR4/3 にぶい黄褐色 ンル ト 粘性弱 。しまり強 炭化物・焼土・黄褐色プロック含む
埋 2層  10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 粘性中 fし まり中 黄褐色土プロック少量含む 全体に酸化鉄が
クラック状に入る
埋 3層  10YR5/2～4/2 灰黄褐色 ンル ト 粘性中・ しまり中 炭化物多く含む 黄褐色土ブロック含
む
埋 4層  10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 。しまりやや強 炭化物含む 黄褐色土プロックまだらに多
く含む
2号池状遺構
埋 1層  10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性弱・しまり強 黄褐色土ブロック多く含む
埋 2層  10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり強 黄禍色土プロック含む
埋 3層  10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 シル ト 粘性中・ しまり強 黄褐色土プロック多く含む
1号溝
埋 1層 10YR3/3 暗褐色 ンル ト 粘性弱・ しまり強 3～ 5cmの角礫多く含む
埋 2層  10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 シル ト 粘性やや強 。しまり強 明黄褐色シル トプロック多く含む
2号溝
埋±  10YR4/4褐色粘土質ンル ト・ 10YR4/3にぶい黄褐色ンル ト・ 10YR5/6黄褐色粘土質シル トがま
だらに混ざる 炭化物含む
3号溝
埋 1層  10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性弱・ しまり強 炭化物含む
理 2層  10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性やや強・ しまり強 暗褐色粘土質シル ト含む
埋 3層  75Y4/2 灰オリープ色 粘性中 。しまりやや弱 黒灰色ンル トが層状に入る
図8 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点平面図・断面図



























埋±  10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性強 。しまり強 10YR4/4褐色シル トがまだ らに混ざる
ビット1
埋 1層  10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 粘性中 。しまり弱 炭化物・黄褐色土小プロック含む
埋 2層  10YR3/3暗褐色粘土質シル ト・ 10YR6/6明黄褐色粘土質ンル トがまだらに混ざる 小円礫含む
ビット4
埋 1層  10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性強 。しまり中 明黄褐色シル トブロック含む
埋 2層  10YR4/3 1こ ぷい黄褐色 シル ト 粘性弱・ しまり強 炭化物・径 lcm前 後の礫少量含む
埋 3層  10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性中・ しまりやや強 炭化物含む
ビット5
埋±  10YR4/4 褐色 ンル ト 粘性弱 。しまり強 黄褐色土プロック少量含む
ピット6
埋±  10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 粘性中・ しまり中 黄褐色シル トプロック多量含む 炭化
物・焼土含む
ビット7
埋 1層  10YR4/2 灰黄褐色 砂質シ,レ ト 粘性中・ しまり弱 炭化物・黄褐色土小プロック含む
埋 2層  10YR6/6明黄褐色粘土質ンル ト・ 10YR3/3暗褐色粘土質シル トがまだらに混ざる 小円礫含む
ビット8
埋±  10YR4/3に ぶい黄褐色ンル ト・ 10YR6/6明黄褐色粘土質シル トがまだらに混ざる
桂痕跡 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中・ しまり強 黄褐色土小プロック含む
ピット9
埋 1層  10YR3/3 暗褐色 ンル ト 粘性弱・ しまり強 黄褐色土粒・径10cm前後の円礫含む
埋 2層  10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性弱・ しまり中 黄褐色土粒含む
埋 3層  10YR3/3暗褐色シル ト・ 10YR6/6粘土質シル トがまだらに混ざる
ビット10






地層、4層 が明治時代初頭の整地層で畑の耕作土 として利用されていた。5層が江戸時代の整地層で、6層 はそれ
以前に形成された沢状の窪地に堆積 した層で、7層が地山層となる (年報 13)。 今回の調査地点では、2層 に相当す
ると考えられる地層が確認できず、3層・4層 に相当すると考えられる層が確認できた。5層・6層相当層も分布し
ていない。
この内の 4層 としたものは、層の様相から第 4地点の 4層 に相当すると考えたが、遺構の掘り込み面との関係
で、大きく4a層 と4b層に区分された。4a層が覆つている と号土坑埋土からは、19世紀中棄頃と考えられる磁







検出された遺構は、ピット10基、溝 4条、土坑 1基、池状遺構 2基である。調査区が狭いため、ほとんどの遺
構は、一部の検出に留まる。 これら以外に、壁面断面でのみ確認できた、浅い落ち込みなどがある (図 8、 図版



















































(図 9・ 10、 表 3)。
【磁器】
磁器は細片が多く、特徴の判明するものが少ないが、肥前産が多数を占める。今回の出土資料では、確実に17





表 2 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点出土遺物集計表
Tab 2 Dist� butiOn Of variousimplements at BK6
磁 器 陶 器
中  碗 小   碗
角不リ そ 他
中  碗
郷ヽ 鉢 壺`費 鍋 そ  の  他
1層・撹乱 1 4 3 碗蓋 1 2 3 2 i
8層 1 1 2 2 7 2 3 6 小瓶 と紅皿 1火入 1 2 6 2 1 2 2 灯明皿 1小瓶 1急須 1水注 1
4層 1 1 1 1 1 1
4a層 611 2 2 1 3 1 1 11 段重身 1香炉 1水滴 2小郷 3
中瓶 1姻徳利 2土瓶身 1
反
折 6 3 3 4 1 2 小瓶 1筆筒 と水注 1火入 1
4b層 1 1 2 l 4 4 火入 1猪 口 1 3 2 2 5 1 1 2 5
不 明 2 l ユ 3 3 l14徳 利 1 3 1 2 1 3 5 猪 日 1向付 1
















瓦 点数・重量 g 金 属 製 品
土製品・石製品 石器
皿 不 明 その他 火鉢 不 明 その他 平瓦 1類 平瓦 2顆 丸瓦類 桟瓦類 軒平瓦 その他の瓦 不  明 鉄製品 銅製品
1層・撹乱 7 3 蚊遣 1 不明 1 1 2 1   45 1 3 不明 4
8層 1 4 1 1 250 4 不明 1 軽石 1
4層 1 不明 1
4a層 土鍋身 1
焼塩こ 1
3 4 焙烙 1 3797 1 3 2371 7 煙管吸口 J
砥石 ?2石 鏃 1
土人形 3
4b層 1 17 1 6 11 +  70 和釘 つ
不 明 1 1
碗
皿











3号溝 1 4 3 1 1234








表 3 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点出土遺物観察表
Tab 3 Notes on variousimplements from BK6
登録番号 出上場所 種 類 ・ 器 種 法    量 (cm) 特 微 等 製 作 年 代 図 図版
Cl [号土坑 磁器・畑徳不可 底径75 山水文、胎土やや密 19C中 葉 9 2
C2 4a層 磁器・ 中型丸碗 口径92・ 底径35。 器高455 一屋山水文、胎土やや粗、肥前 18C末 ～19C前半 9 2
C8 4a層 磁器・香炉 口径76 青磁釉、胎土普通・肥前 18C後 半～ 19C 9 2
C4 4a層 磁器・段重身 口径118 氷裂に色絵 (赤・緑・黄)団龍文、胎土普通、肥前 19C前 半 9 2
C5 4a層 磁器・ 中型丸碗 口径1055・ 底径39・ 器高49 若松に竹文、胎土普通、肥前 18C後 半 9 2
4a層 陶器・ 小型丸碗 日径69・ 底径34・ 器高355 灰釉 (淡緑灰色 )、 胎土やや密、大堀相馬 18C後 半 9 2
C7 8層 陶器・ 福鉢 無釉、胎土粗、丹波 9 2
C8 3層 陶器・水注 口径36・ 底径46・ 器高78 鉄釉 (茶褐色 )、 鉄釉 (黒色)流 し掛け、胎土やや粗、瀬戸・美濃 17C末～18C前半 9 2
撹乱 陶器・ 中型丸碗 口径93・ 底径365。 器高57 灰釉 (灰 白色 )、 呉須絵鳳凰文 ?、 胎土普通、京・ 信楽 18C後 半 9 2
不明 陶器・ 向付 灰釉 (淡黄灰色)、 鉄絵蔓車文、青釉 (緑灰色)、 胎土普通、美濃・織部 17C初頭 0 2
C ll ピット1 土師質土器・ミニチュア小瓶 口径14・ 底径27・ 器高435 内外面 ロクロナデ、回転糸切 (技法・回転方向不明) 0 3
a層 土師質土器・皿 口径130・ 底径78・ 器高31 内外面 ロクロナデ、回転糸切無調整 a左 9 3
a層 土師質土器・皿 口径125,底 径75。 器高32 内外面ロクロナデ、回転糸切無調整a右 9 3
a層 土師質土器・皿 口径115・ 底径68・ 器高245 内面ロクロナデ、体部底部外面ミガキ 0 8
C15 a層 土師質土器・皿 口径120・ 底径68・ 器高235 内外面ロクロナデ、回転糸切無調整a右 9 3
a層 土師質土器・焼塩壷 口径46 内外面ロクロナデ 9 8
号土坑 瓦質土器・炭櫃 方形、内外面被熱による小景1落顕著 9 3
層 瓦質土器・火鉢 口径263・ 底径184・ 器高985 内面ロクロナデ、外面ロクロナデ後ミガキ、底面回転糸切後ロクロナデ? 0 3
Ml 号溝 寛永通宝 外径245・ 穿径055,重量26g 古寛永、完形 3
M2 号溝 寛永通宝 外径24・ 穿径06・ 重量27g 古寛永、一部欠損 3
M3 a層 煙管吸口 径10 内部に羅宇一部残存 3




図9 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点出土遺物 (1)












llは ミニチュアの小瓶で、武家屋敷跡第 4地点の18号土坑 (19世紀
代)な どから類例が出土している (年報13)。 皿は 4点図示した。C
12。 13・ 15は、ロクロ整形で底部を回転糸切 りし再調整を施さない
ものである (A類 )。 底部の回転糸切 り方法は、この 3点 とも通常
に見られる糸切り痕跡の中心が片方に寄り、そこから外側に抜けて
いく技法 aと 呼んだものである。回転方法は、右 (13・ 15)と 左
(12)の両方が見られる。 C14はロクロ整形後外面にミガキによる
再調整を施すものである (B類)。 仙台城二の丸跡では、幕末まで





から出上している (年報 1)。 また、深さが当資料より浅いものは、
0∞
Ml        洵【2

























Fig 10 Various implements from BK6(2)
素材の形状も影響し、全体にやや歪んでいる。川内北地区では、武家屋敷跡第 4地点の調査において、縄文時代
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土岐市美濃陶磁歴史館 1999『織部 御深井 古染付』
第Ⅲ章 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 (AOE5)






に 4段の面がある。青葉山遺跡 E地点は、青葉山段丘のなかでも低い方から2番 目の、青葉山Ⅲ面に位置する
(大月義徳1987)。 遺跡付近の標高は約150mで ある。
青葉山地区の遺跡が知られるようになるのは昭和の初めで、当時東北帝国大学医学部の助手であった山内清男












された (年報 2)。 上層からは後期旧石器時代前半期のブロックが確認された。下層からはスクレイパー 1点、剥
片 1点 と礫 1点が出土した。出土層位は、約 6～ 8万年前とされる愛島軽石層より下で、十数万年前にさかのぼ
る可能性のある、前期旧石器時代のものと考えられた。また縄文時代前期・晩期の土器や石鏃、平安時代の土師
器も少量発見されている。B地点第 2次調査地点 (旧称AOF)で は、後期旧石器時代の層序から合計 6点の剥
片が出土している。E地点の第 1次調査では、4基の陥し穴状遺構が検出されている。掘り込み面は確実ではない
が、埋土に腐植上が全く含まれないことから、旧石器時代にさかのぼる可能性も考えられている。






































調査区の南東側では、旧表土下に縄文時代の遺物を含む暗褐色土層 (2層 )が分布していることが 確認された。
また、調査区の北側や西側では、旧表土を剥ぐと、褐色ないし黄褐色を呈する火山灰層 (3層 )があらわれ
た。3層上面の標高は、およそ157.3mか ら157.9mで あり、ごく緩やかに南東に向かって傾斜する。2層および 3
層上面では、縄文時代早期の上器や石器が出土し、3層上面では、陥し穴をはじめとする遺構が検出された。
























図11 青葉山遺跡 E地点第 5次調査区の位置
Fig ll Location of AOE5(AOE5 i e the fifth excavation of Aobayama site Loc.E)
25
表 4 青葉山遺跡 E地点第 5次調査の調査経過
Tab 4 Daily ttcord of excavation at AOE5
日付 基本層の掘り下げ 基本層の所見 遺構の調査 遺構・遺物の実測・写真 遺物の検出 見  学  者
4月 1日
～ 5日
1層掘 り下げ・撹乱掘 り キセル・土師質土器
4月 4日
～24日
・撹 乱掘 り 。2層 掘 り下げ
(4月 24日 まで完了)
・ 4月 15・ 16日 AB-8・ 9区
において、先行 して火山灰
層の掘 り下げ。












4月 4 5日 、B-9区 で、
1層 をはいだところ ロー
ム層上面で石器出土。出土
層位 につ いて は後 日検討
(遺物瞼 1)。
4月 15日 、A-9区 ローム
層中ょ り 2次加工のある石
刃が出土 (遺物聴21)こ の













5月 7日 、 8列東西撹乱の
北壁を利用 し、層序の確認
を行ぅ。
3層 (ソ フ トコーム層 )、 4
層 (ハ ー ドローム層)、 5層
(上面に川崎スコリア層 )
各層の堆積はうすい。

















・ 3層 掘 り下げ

















5月 16日 、遺物聴92石 器
出土状況写真
3層、c-3区 において剥
片 1点 。E-4区 において
チップ 1点 (5月 13～ 15日 )。
4層 上部、A-9区 よ り、
石刃素材の 2次加工ある剥








遺物出土状況写真 6月 1日 、南北撹乱底面を
掘 り下げて、下層の石器の
有無を確認していた藤村氏









崎スコリア (5層 上面 )、 愛
島パ ミス (8層 )に 狭まれ
ている。
6月 1日 藤村新一氏 宮岡
直人助手
6月 o日 須藤セ ンター長、
阿子島香専門委員、計画掛
長、理学部用度二掛長
6月 4日 蟹 沢聡史専 門委
員、大計センター小松氏
6月 13日 記者発表 ・ 芹沢長介東北大学名誉教授
・午後、記者発表






7層精査 .6月 19日 、 7層 上部集中地
点にて遺物lb loo7出 土 .
.6月 20日 、B-6区 の石器
集中地点をはなれて、石核
(遺物lb loo8)と  フレイク
(16 1oo9)が 出土。













7月 3日 ・A～ F列までは、 7層 上部





7月 4日 ・C-3～ 5区拡張、 4・ 5
層掴 り下げ
・石器の出土 した 7層 上部
の図面作成














面からは、最終的に石器 9点 (接合後 7点)と礫 1点が出土した。
青葉山遺跡B地点 (年報 2)や山田上ノ台遺跡 (主浜ほか1981・ 1987、 及川ほか1985)、 北前遺跡 (佐藤1982)
など、仙台市内の後期旧石器時代遺跡では、後期旧石器時代の石器の出土層位より下位の層から前期 1日石器時代
の石器が検出された例がある。本調査地点においても、後期旧石器時代の遺物の存在が明らかになった段階で、
より古い石器の有無を確認するため、4層以下の試掘調査を実施する方針を固めた。   .
調査区のほぼ中央に位置するE・ F-5。 6区の攪乱坑およびB列南北攪乱清は、それぞれ攪乱の底面が 6層 中
に相当していた。これらの攪乱坑 (溝)を拡張し、さらに深く掘り進めることで、4層以下の堆積層中の石器の有
無を確認することとし、6月 1日 に、この部分の掘り下げを開始した。同日、B列南北攪乱溝では、溝の底面を約















3.基 本 層 序
表土 (1層)か ら、最下層の風化礫層 (12層)まで、調査区内の地層の基本的な堆積状況を、図12・ 13に 示し
た。
本遺跡は、広瀬川の開折した河岸段丘のうち、最も古い青葉山段丘のなかで低い方から2番目の面 (Ⅲ 面)に
位置する。高位段丘である青棄山段丘上には、越路火山灰 (中川ほか1960)、 安達―愛島軽石 (Ac― Md,蟹沢ほ
か1986)、 川崎スコリア (Za― Kw,板垣ほか1981)な どの堆積が認められる。調査地点の東には、川内山屋敷に
向かつて開く深い沢があり、調査地点は、本来その沢の谷頭付近に位置していたと考えられる。調査地点は、沢
からあがった段丘の平坦面に当たっており、風化礫層 (12層)の上面を除き、11層 より上は、基本的にほぼ水平
に堆積している。8層 (愛島軽石層)よ り上の基本層序はB地点と共通するが、B地点に比べ 9層以下風化礫層ま
での堆積層は薄く、層の直接的な対比が困難である。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4層 は、3層 に比べやや黄色みが薄く、しまりの若干弱いローム層である。後述するように、4層 は 「暗色帯」
(註)に相当すると考えられる。層厚は16cm前後である。




層準が推定された。鳴子一柳沢火山灰は、熱ルミネッセンス法 (市川1983)、 フィッショントラック法 (輿水1983)、
放射性炭素年代測定法 (中井1988)により年代値が得られており、約 4～ 6万年前に降下したと考えられている。
7層は、上から順に7a～ 7g層 の 7層 に細分された。このうち7d層 以下は、基本的に 8層 (愛島軽石層)の風化
再堆積層であり、部分的な分布を示す。7a～ 7c層 は調査区の全域に安定して分布しており、7b層 の上面で石器が
発見されている。7b層 は7a層や7c層 に比べ赤みが強く、含まれるパミスの量が少ない。7b層 自体、7a層や7c層 に
比してより風化が進んでいる可能性が高い。7層は全体で約35cm程度の厚みがある。7b層 の層厚は、約 9cmで あ
る。
8層は、安達火山に起源を持つ安達―愛島軽石層である。熱ルミネッセンス (TL)年代は約6.4万年前 (市川





10層 は、粘性、しまりともに強い明黄褐色シル トの10a～ 10c層 と、浅黄橙色土が網目状に入る黄褐色粘土質シ
ル トの10d層 に分かれる。10d層 は、10c層 と下層の1la層 との漸移層と考えられる。層厚は、全体で約70cmを 測
る。
11層 は、上部 (1l a層 。■b層 )の粘土質シル トと、下部 (1l c層 )のシル トに分けられる。層厚は全体で 1
m弱ある。全体に10層 より上には見られない灰白色土が、網目状ないし縦方向のクラック状、あるいは斑状に認
められる。このうち、層相から判断して、1l b層 はB地点の1l b層 に、1l c層 は同じく1l e層 に対比できる可能
性が高い。この層の対比が正しいとするならば、本調査地点には、 B地点の12層 ～19層 に相当する堆積層が欠落
していることになる。なお、11層 には火山灰起源の重鉱物がほとんど含まれておらず、青葉山礫層直上に流水作
用によって堆積した粘土層である可能性が高い (東北大学名誉教授蟹澤聡史氏のご教示による)。
4.2層 ・ 3層上 面 の調 査
(1)検出遺構
縄文時代早期の遺物を含む 2層を剥いだところ、3層上面で、土坑 3基、ピット11基が検出された (図 14)。 遺
構の分布には偏 りがあり、特にF・ G-5。 6区 に密に分布している。
【1号土坑】 (図 16、 図版 4-3・ 4)
B・ C-4・ 5区で検出された。西側上部を南北の攪乱により削平されている。上面は、長軸約1.7m、 短軸約
1.2mの不整長方形を呈する。検出面から底面まではおよそ1.2mである。底面は長辺約1.2m、 短辺約0,7mの隅丸
長方形で、ほぼ中央部に直径約16cm、 深さ50cm程 の小ピットを伴う。埋土は大きく上下 2層 に分かれるが、そ
の堆積状況や土質からみて、壁が崩壊しながら自然に埋没したと考えられる。底面の小ピットの埋土は、しまり
が弱い。形状や規模、埋土の状況が、第 4次調査の 2号土坑 (年報13)に 類似しており、陥し穴と考えられる。
【2号土坑】 (図 16、 図版 4-5)
G-5区で検出された。一辺が約1.3mの不整方形を呈する。北西側に浅く段が付く。検出面から最深部までは、
およそ50cmあ る。埋土は 3層 に分かれ、埋± 1層 から6点、埋± 2層から 1点の土器片が出土した。出土した土
器片のうち埋± 1層の 4点 と埋± 2層の 1点は接合した (No.1)。
【3号土坑】 (図 16、 図版 4-6)
F-3区で検出された◇長軸約1.4m、 短軸約1.Omの 不整長方形を呈する。深さは10cm程度と浅い。




2層 の分布範囲と、2層および 3層上面の遺物の出上位置を図15に 示した。遺物の出上位置は、ほぼ 2層が残つ
ていた範囲と重なる。このなかで遺物が特に集中する地点が 2カ 所認められる。一つは、遺構の集中するE～ G
-3～ 5区付近である◇この遺物集中区では、熱を受けた痕跡のある分害J礫 5点がまとまって出土している。こ





ものや文様を有するものに関して、細片を除く16点を図化した (図 17・ 18、 表 5、 図版12)。
今回の調査で出土した土器の多くは、内外面にハイガイゃサルボウといった放射筋を有する貝殻による器面調
整の痕跡を有し、縄文を施すものは認められない。器形全体を窺うことのできる資料は含まれていないが、体部
の屈曲が確認される資料が多く見られる (図 17-1～ 3、 6～ 9、 図18-10・ 11)。 口縁部は、大波状を呈するもの
(図 17-4)と、小波状のもの (図17-5)が ある。意匠の展開を把握することのできる資料はないが、体部屈
曲部の刺突列や連続刺突による幾何文など、刺突を多用した文様が特徴的である◇これらの土器は、青葉山遺跡












図14 青葉山遺跡 E地点第 5次調査3層上面の遺構配置





図15 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 2層～ 3層上面の遺物分布







2層の分布範囲  ・ 石器
。礫
o          5m
図15 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 2層～ 3層上面の遺物分布
Fig.15 Density of remains Of stitttum 2 and the surface of stratum 3 at AOE5
33
くヽ




















ピット2   ピツト1












10YR4/6褐 色 (下 部 に多)と 10YR4/4褐 色





埋± 1層  10YR4/6褐 色 粘土質 シル ト 粘性やや弱 しまり中を






埋± 1層  10YR3/4に ぶ い黄褐色 粘土質
シル ト 粘性弱 しまりやや強
埋± 2層 10YR5/4に ぶ い黄褐色 粘土質
シル ト 粘性弱 しまりやや強
ピット■





埋± 1層  10YR5/6黄 褐色 と10YR3/4暗 褐
色が斑に混 じる 粘土質シル ト
粘性やや強  しまりやや弱
埋± 2層  10YR5/6黄 褐色 粘土質 シル ト
粘性やや強  しまりやや弱




図16 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 3層上面検出遺構





























図17 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 2層～ 3層上面出土遺物 (1)















15(外) (15)  15(内 )
16(外 )
0                       5cm
10～ 16 2層












図18 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 2層～ 3層 止面出土遺物 修)
Fig 18 POttery and stoneimplements belonging to」 omon period from AOE5
番 号 地区・遺構 層位 部位 端面形 口縁形態 器面調整 文 様 炭化物 器 厚 胎 土 備考 図 図版
1 2号土坑 埋± 1層 体部屈曲部 不明 不明 内 S ・外 S Db l
2 2号土坑 埋土 体部屈曲部 不 明 不明 内S,外 S Da+Da 2
3 ピット3 埋 土 体部屈曲部 不明 不明 内不・外不 Db? 2 17
4 F-4区 2層 口縁部 7 Cb 内S,外不 A? 1
5 F-4区 2層 口縁部 1 Ba 内S,外 S Db 1 17
6 G-4区 2層 体部屈曲部 不 明 不明 内不・外不 Db 1
7 H-9区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内S・ 外S Da+Da
8 G-4区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内不・外不 Da 17
9 A-5区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内不・外不 Da 1
G-4区 2層 体部屈曲部 不 明 不 明 内S,外不 Db?
H-6区 2層 体部屈曲部 不明 不 明 内不・ 外不 Da 17
G-4区 2層 体部 不明 不明 内不・外不 2Da 1 17
F― 4区 2層 体部 不 明 下 明 内 S ・外S B? 1
D-3区 2層 体部 不明 不明 内N・ 外S 不 明 内面 2 17
G-6区 2層 体部 不明 不明 内N・ 外不 BorDb 1 17
H-7区 2層 体部 不明 不 明 内不・外不 Da+Da 2 17
表 5 青葉山遺跡 E地点第 5次調査出土土器観察表




ては、 1は胎土中に繊維を多く含むもの、 2は繊維を少量含むもの、 3は繊維を全く含まないものを表している。
表 6 青葉山遺跡 E地点第 5次調査表土・風倒木跡出土石器観察表
Tab 6 Att� butelist OFstoneimplements from stratum l and the mark Of a tree blown down at AOE5
② 石器
石器は、1層から1点、2層から6点、風倒木跡 3か ら1点、総計 8点出土した。石鏃、石核、剥片に分類した。
【石鏃】 (図 18-Sと、図版12-Sl)
買岩製の石鏃が 1点出土した。平坦な剥離で整形された精巧なもので、薄手に作られている。




剥片は 2層から6点出土した。石材は、頁岩 3点、凝灰質頁岩 1点、石英安山岩質疑灰岩 1点、石英安山岩 1
点が見られた。大きさ、形状は様々で、折れ面を有するものも 2点見られる。
登録番号 出 上 場 所 器種 長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ (mn) 重量 (g) 石材 備  考 図 図版
BA9区  1層 石鏃 (2420) 1245 頁岩 先端部折損
風倒木跡 3 埋± 2層 石核 流紋岩
5。 3層下部～ 4層上面の調査
(1)遺物の出土状況
調査区西半において、3層下部～ 4層上面にかけて、石器 9点と礫 1点が出土した (図 19)。 このうちNo.46、 87、
89の石器 3点は 3層下部で、No.1、 21、 22、 38+39、 40+81、 92の石器 6点 とNo.83の礫 については 4層 上面
で、それぞれ取 り上げている。3層下部の 3点の石器は、調査区西側の中央よりやや北側で出土している。一方、
4層 上面の 6点 の石器と礫 1点は、調査区の南西部に集中する。調査区南西部の集中区には、次の 2組の接合資
料が存在する。すなわち、No.40+81は、石刃を素材 とするナイフ形石器がふたつに折れたものであり、約76m
離れて接合する。また、No.38の 受熱した石刃と焼けハジケにより生じたNo.39の砕片は、約1.3m離れて接合し
た。3層下部の 3点の石器が出土した箇所は、3層が比較的厚 く堆積しており、この箇所の 4層 上面のレヴェルは、
4層上面の石器が出土した調査区南西部に比べ低い。また、後述するように、石器製作技術や石器の型式学的分
析から、3層下部出土の石器と 4層 上面の石器の間で顕著な違いは認められない。3層下部の石器 と 4層 上面の石
器は本来、同一の文化層に属するものと判断した。
3層下部～ 4層 上面で出土した石器や礫の垂直分布 と、それを調査区西壁および 8列東西攪乱溝北壁にそれぞ
れ投影 したものを、図23に 示した。遺物の垂直分布を投影 した断面から実際に個々の遺物が出土 した位置とは、
最大で19m近 く離れている場合もあるため、垂直分布を見る際、投影図に示した層の断面はあくまで目安と考え









なお、4層 の掘り下げ後、F-6区の 5層上面で直径約70cm、 深さ約30cmの 円形の落ち込みを、またB・ C―





磁)出土遺物 (図28-1～ 6。 図29-7～ 11)
本文化層からはナイフ形石器4点 (内 1点は折れ面で接合)、 エンド・スクレイパー 1点、片面を加工した石器
1点、剥片類 3点 (内 1点は焼け面で接合)、 礫 1点が出土している。同一母岩は認められない。
【ナイフ形石器】
1(1)は、打面側を基部とした石刃製のナイフ形石器である。中間部以下は欠損している。基部となる打面側は
丸く整形され、打面が小さく残存する。背面側 (a)に 浅く細かい二次加工が施されたのち、腹面 (b)両側辺に深
く大きな調整加工がなされている。最終的に両側辺はジグザグ状となる。腹面の打面付近に黒褐色を呈する筋状




o.                 5m
図19 青葉―山遺跡E地点第5次調査3層下部・4膚上面の遺物出土位置










埋± 1層  10YR5/6～ 4/6黄褐～褐色 シル ト 粘性弱  しまり
弱 愛島パミス起源の風化 した軽石の細かい粒子を多
量に含み径 lcm前 後の岩片 (自・橙・緑 白)を疎 らに含
む マ ンガ ン微細粒極多 径lmm前後の透明な粒子








図20 青葉 山遺跡 E地点第 5次調査 5層上面検 出の落 ち と 6層 上面検 出の風倒木跡
Fig 20 A ground depressiOn On the surface part of stratuH1 5 and the mark of a tree blo、 vn down which h as discOvered
on the surface part of stratu■ 16 at AOE5
2(92)は、石刃の先端部を二次加工によって、尖らせたナイフ形石器である。基部が欠損している。基部側に
最大幅があり、先端が尖る石刃を素材とする。腹面 (b)先端部の両側辺には、浅く小さな剥離により二次加工が
施されている。3(46)と 多くの共通点がみられるが、2(92)の方は二次加工に用いる剥離が小さい。背面 (a)・ 腹面


























ている。背面 (a)。 腹面 (b)イこ茶褐色を呈する薄く面的な付着物がみとめられる。石材は珪質頁岩。完形品。長




面 (a)・ 腹面 (b)の 窪んだ部分に、黒色の付着物がみとめられる。長さ9,lcm、 幅3.9cm、 厚さ1.3cm、 重さ42g。
8(38)は、受熱した剥片である。腹面 (b)左側辺には打面付近からファシット状の剥離痕がみられるが、これ
は受熱の影響で生じた剥離面である可能性が高い。したがって、彫刻刀形石器ではない。焼けハジケのために生
じた 9(39)の 砕片と接合する (10(38+39))。 (38)の 背面 (a)の 焼けハジケ痕内に、黒褐色を呈する筋状の付着物
がみとめられる。石材は珪質頁岩。長さ3.8cm、 幅1.8cm、 厚さ0.4cm、 重さ4,3g。
11(89)は 、打面の極めて小さい剥片である。背面は横方向からの剥離痕で構成されている。石材は珪質頁岩。










④ 石刃の法量は平均値で長さ9.7cm、 幅3.3cm、 厚さ1.Ocmと なり、長幅比はおよそ3:1で、長大である。
⑤ 打面幅0.5～ 1.7cm、 同厚さ0,3～ 0。7cmであり、打面は小さい。






③ 二次加工の施された側辺の角度は37° ～63° の間におさまり、急斜度の二次加工は認められない。
このような二次加工の諸相は、使用痕の説明で以下に指摘するように、刃部の形成とも関連するものであろう

































































た (巻頭カラー図版 5・ 6)。
今回報告する資料については、出土した石器 9点の内 7点については、藤村氏が参加した 6月 1日 に、7b層上
面に近い深さまで掘り下げが進んでいた範囲、あるいはそのすぐ近傍からの出土である。残る 2点は、これら 7
点の分布範囲からは少し離れたところで出土しており、6月 1日 段階では 5層上面までしか掘 り下げは進んでい
なかった範囲である。5層上面から石器が出土している 7b層上面までは、約30cmの深さがある。また、礫が 7



















































なって、文科系 4学部総合研究棟新営の予算が急遠補正予算で認められ、それに伴う調査を 3月 から実施せざる






















6月 1日 段階での調査進行状況は、次のとおりである。 I・ 」-2区 とH・ I-9・ 10区 については、基本層
序を確認するため、先行して11層 まで掘り下げ、それぞれの先行深掘り区の東壁沿いの部分は段丘礫層まで掘り
下げを行つた。A・ B-2・ 8区は 5層の掘り下げ途中、A・ B-4～ 7区が 5層上面まで下げており、それ以外
は 4層上面まで掘っていた。

























順次掘り下げていく作業を進めた。月曜日の 6月 3日 、土曜日に発見された 2点の石器の周囲を清掃していた関
根調査研究員が、もう2点の石器を発見した (血 1003・ 1004)。 翌 4日 にも、近傍からさらに 1点の石器 (睫 1005)
が発見されている。7日 には、これらの石器より北側で 1点の石器 (に 1006)が発見されている。この配1001か ら
1006までの石器は、南北方向の境乱の範囲におさまる区域からの出土である。撹乱の範囲と石器の出土位置との
関係は、図19と 図21をか照されたい。
6月 15日 に現地説明会を開催したが、この時点で 7b層上面まで調査が進行していたのは、C～ F-5～ 7区
と、A・ B-3区、A・ B-6区である。後に石器が出土したA-7区 とB-5区は 5層上面で止まっている。
また、石器がまとまって出土したB-6区からB-5区 の中ほどまでの、南北境乱の東側は、層序の確認ができ
るように、ベル トを残して掘り下げていた。このベル トを撤去していた 6月 19日 に、No。 1007の石器が出土した。
石器集中箇所から出土した 7点の石器の内、この 1点だけ、出土日が離れるのは、このような経過による。さら




日誌にも記載していないため、ほとんど判らない。前述のように、配1009は 6月 20日 に発見している。配1010～
1014は、遺物出土状況写真を撮影した、7月 4日 に取 り上げている。7b層上面の調査は、遺物の出土状況を見な
がら調査範囲を決めることとし、当初はF列 とG列の境まで調査する予定であった。しかしF列でも 3点の礫
(配 1012・ 1013・ 1014)が出土したことから、さらにG-3～ 5区 も7b層まで調査することとした。7月 12日 に




より下位の1l d層 上面から2点の石器と 1点の礫が出土している。3層上面から5層上面までは後期旧石器時代、
1l d層 上面の資料が前期旧石器時代に所属すると考えられるものである。




















調査区西側のA・ B-5～ 7区から石器 9点 と礫 3点が、調査区ほぼ中央のF・ G-3～ 6区から礫 4点がそ
れぞれ出土した (図 22)。 調査経過の項で述べたように、これらの遺物の出土層位については、当初 7層上部とし
ていたが、その後、調査期間中に行った層位の再検討の結果、7層は上から7a～ 7g層 に細分され、石器の出土層
位は、7b層 上面と認識されるようになった。7a層 と7b層 はいずれも愛島軽石層 (8層)の風化堆積層であり、層
相は基本的によく似ている。7a層 と7b層 は、7b層 のほうがやや赤味が強いといった程度の違いしかないため、石
器の出土位置と層理面との関係を必ずしも十分に把握できなかった部分もある。したがって本報告にあたり、石
器の出土層位については、幅を持たせて7a・ 7b層 とすることもありえたが、調査時の所見を重視し「7b層 上面」
と表記した。
A・ B-5～ 7区から出土した遺物のなかでも、No.1001～ 1007の石器 7点とNo,1010の礫は、特に狭い範囲に







最も高いNo,1010と 最も低いNo.1015と の標高差は、およそ12cmで ある (表 7)。 7b層 上面の遺物の広がりは、3
層下部。4層上面の遺物の広がりとほぼ同程度か、それよりも大きいにも係わらず、遺物間の標高差は 3層下部・
4層上面の遺物に比べて小さい。また、個々の石器の出土状態は、背面を下にするもの (No。 1001)、 腹面を下に
するもの (No.1003、 1004、 1007)、 腹面を上に尖頭部が斜めに突き刺さつた状態のもの (No.1002)、 左側面を下
にするもの (No.1008)な ど多様である。
砕片など微細遺物の見落としがないか確認するため、石器が分布するA・ B-4～ 7区と礫の分布するG-3














図21 青葉山遺跡 E地点第 5次調査7b層上面の遺物出上位置
Fig.21 Dist�bution of remains on the surface part oF stratun■ 7b at AOE5
匡∃ 4層上面 に観 7層上面 □ 7d・
俺層 匡国 8層
囲 9層  ■ llg tt 128陰酌
青葉山遺跡 E地点第 5次調査最終掘り上げ面
















































































































































































のバルブがあった厚手の部分は、背 (a)・ 腹 (b)両面から深く大きな剥離により二次加工されている。素材剥片
の先端側の折れは、折断調整と考えられ、折断後にその面から二次加工が施されている。素材剥片の打面は自然
面である。背面の剥離方向は腹面とは逆である。背面・腹面に茶褐色を呈する筋状の付着物がみとめられる。石








(b)と 同一方向を示す一枚の剥離痕が観察される。平坦打面。石材は珪質頁岩。長さ2.7cm、 幅3.lcm、 厚さ0.6cm、
重さ5,Og。
16(1004)は 横長の長方形を呈する剥片である。背面 (a)先端側の縁辺全体に微小剥離痕が連続的に認められる。
15(1003)同 様、最も長く鋭い縁辺が使用されている (考察(2)参照)。 自然面を打面とし、背面の剥離方向は腹面
(b)に対して横位の方向を示す。石材は玉髄。長さ1.6cm、 幅2.5cm、 厚さ0.5cm、 重さ1.7g。
【剥片類】
17(1016)は 珪質凝灰岩製の剥片である。先端部は階段状剥離により折れている。背面の剥離方向は腹面と同一
である。長さ1.4cm、 幅2,6cm、 厚さ0.8cm、 重さ2.Og。
18(1007)は 玉髄製の剥片である。先端部が尖るが、腹面 (b)に 入る節理のためか、形状が不整形を呈する。背
面 (a)の 剥離方向は腹面に対して、横位や逆の方向を示す。長さ2.6cm、 幅2.2cm、 厚さ1.lcm、 重さ5.3g。
【砕片】
19(1006)は 珪質凝灰岩製の砕片である。風化が激しく、白色を呈する。この砕片と同一母岩といえる石器は出


























方向が 2点、横位方向のものが 1点、同一方向と逆方向のものが 2点、横位方向と逆方向のものが 1点とな
る。
② 打面調整、頭部調整はおこなわれない。打面は自然面や節理面を打面とするものが 2点、平坦打面が 2点、
複剥離打面が 2点。
③ 打面の大きさは幅が0,9～ 1.9cm、 厚さが0.2～ 0,7cmと 各個体で大きく異なる。
④ 剥離角は108° ～126° であり、平均113° である。
⑤ 生産される剥片の形状は台形や三角形を呈し、その長幅比が 7:9程度のやや横長の剥片となる。
































青葉山遺跡 E地点第 5次調査出上の旧石器 (1)



























図25 青葉山遺跡 E地点第 5次調査出土の旧石器 (21








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この地点では、青葉山遺跡の火山灰土のうち下部の状況をよく観察することができた (図 26)。 この地点では、
下位より赤色がかった桃色土 (層 厚40cm以上)、 灰白色土 (層 厚 17cm)、 褐色土 (層厚28cm)、 黄灰色土 (層 厚
19cm)、 マンガン粒子混 じり黄褐色土 (層厚10cm)、 赤味を帯びた褐色土 (層厚 6cm)、 灰褐色土 (層厚 4cm)、
黒褐色リモナイ トバン ド (層厚 2cm)、 風化 した黄色軽石層 (層厚51cm、 石質岩片の最大径33mm、 8層 )、 緑灰
色細粒火山灰層 (層厚 6cm)、 褐色土 (層 厚 1lcm、 7c層 )、 赤味を帯びた褐色土 (層 厚 9cm、 7b層 )、 灰褐色土
(層厚15cm、 7a層 )、 褐色土 (層厚17cm、 6層 )、 若干色調の暗い褐色土 (層厚 15cm、 5層 )の連続が認められた。
これ らのうち、風化 した黄色軽石層は、その層相により安達火山か ら約 6～8.3万年前に噴出した安達愛島軽石
(Ac― Md、 蟹沢1985)に同定されることが確実である。発掘調査では、7b層 上面から石器が検出されている。
② I… 2区南壁
本地点では、比較的上部の火山灰土の状況をよく観察することができた (図 27)。 ここでは、下位より褐色土
(層厚 7cm)、 赤色がかった褐色スコリア混じりの固結した褐色火山灰層 (層厚 5cm、 以上 5層 )、 褐色土 (層
厚16cm、 4層 )、 褐色土 (層厚12cm、 3層 )、 暗褐色土 (層厚 1lcrrxL 2層 )、 盛土層 (層厚57cm、 1層)が認められ
た。これ らのうち、5層 上部の火山灰層は、その層相か ら約 3万年前に蔵王火山か ら噴出した蔵王川崎スコリア


















ブル型、試料番号18、 8、 6、 4に軽石型の火山ガラスが、ごく少量 (0.4%)ず つ認められた。しかし、火山ガラ
スで特徴づけられるようなテフラの濃集層準は検出されなかった。一方、重鉱物組成では、Ac―Mdの上位の試料
















淡褐色の火山ガラスの認められた I-2区南壁試料番号3の 2試料について、位相差法による屈折率測定 (新井
1972)を行った。
② 測定結果
屈折率の測定結果を表12に 示す。B-2区東壁の試料番号 6に含まれる斜方輝石 (γ )、 普通角閃石 (n♪ 、カ
ミング トン閃石 (n2)の 屈折率は、順に1.7021.706、 1.671-1.675、 1.663-1.666で ある。これらのうちカミング ト
ン閃石と斜方輝石は、屈折率から各々 Ac―Mdと蔵王火山起源のテフラに由来すると思われる。ただし普通角閃石
については、鳴子火山から約4.1～ 6.3万 年前に噴出した鳴子柳沢テフラ (Nr_Y、 早田1989、 町田・新井1992)に
含まれる斜方輝石の屈折率と非常に似ている。したがって、6層最下部付近にNr―Yの降灰層準が推定される。
I-2区南壁の試料番号 3には、透明で細粒のバブル型火山ガラスが多く含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)
は1.499-1.503、 modeは 1.499-1.501で ある。火山ガラスの色調や形態から、試料番号 3に多く含まれる細粒のバブ
ル型ガラスは、約2.2(2.4)～ 2.5万 年前に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT、 町田 。
新井1976、 1992)に由来する可能性が大きい。3層下部の石器は、AT降灰層準付近に層位があると考えられる。
なお川崎町川内、ATの 一次堆積層が 3層 に対比される土層の基底部で検出されている (八木・早田1989)。 ま
た南関東地方のいわゆるV層のように、関東地方以西でATの降灰に伴って形成された土層の存在が知 られてい
る (た とえば、町田・新井 1976)。 さらに東北地方南部でも、本遺跡の 3層 のようにいわゆる暗色帯直上の褐色土
付近にATの降灰層準のあることが多い (た とえば、福島県竹ノ森遺跡、早田1996)。 これらのことから、本遺跡






及できないが、約1.3～ 14万年前に浅問火山から噴出した浅間板鼻黄色軽石 (As YP、 新井 1962、 町田・新井1992)
に同定される三口火山灰 (小岩 。早田1995)、 あるいは約5,300年 前に十和田火山から噴出し東北地方一帯で検出
される十和田中板テフラ (To一 Cu、 大池ほか 1966、 早田・八木1991)に 由来しているのかも知れない。
(51 まとめ
青葉山遺跡 E地点において、地質調査とテフラ組成分析さらに屈折率測定を合わせて行った。その結果、下位
より安達愛島軽石 (Ac Md、 約 6～ 8.3万年前 )、 鳴子柳沢テフラ (Nr― Y、 4,1～ 6.3万年前)、 蔵王川崎スコリア
(ZttKw、 約 3万年前 )、 姶良Tn火山灰 (AT、 約2.2～ 2.5万 年前)な どの示標テフラが検出された。7b層 上面の
石器の層位は、Ac Mdの上位で、Nr一Yの下位 と考えられた。また、3層下部の石器の層位については、AT降灰
層準付近にあると考えられた。ただし石器を含む 3層 自体がAT降灰後に形成された可能性が大きいために、厳
密にはAT降灰後の土層中に含まれていると考えられた。なお、Ac―Mdは阿蘇 4火山灰 (Aso-4、 約 7～ 9万年
前、町田ほか1985、 町田・新井1992)の下位にあることがすでに確かめられている (早田・八木 1991)。 したがっ
てAc Mdの噴出年代は、さらに古い可能性も考えられる。
(引 用・参考文献〉
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図26 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 B-2区東壁土層柱状図
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図27 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 |-2区 南壁土層柱状図
Fig 27 Columnar section of eastern wa■,location I-2 of AOE5
］　］中囀騨山ШｈＨ隔旧ド
図29 青葉山遺跡 E地点第 5次調査テフラ組成ダイヤグラム (|-2区南壁)




図28 青葉山遺跡 E地点第 5次調査テフラ組成ダイヤグラム (B-2区東壁)




表 8 青葉山遺跡 E地点第 5次調査火山ガラス比分析結果 (B-2区東壁 )
Tab.8 VOlcanic glass proporation of eastern wa11,10catlon B-2of AOE5
試料 bw md pm その他  合 計
12    0     o     o      250       250
14    0     o     o      250       250
15    0     0     o      250       250
16    0     o     o      250       250
18    0     o     1      249       250
数字は,粒子数.bwり ブヾル型,md:中間型,
pm i軽石型
表11 青葉山遺跡E地点第 5次調査重鉱物組成分析結果 Q-2区南壁)
Tab ll Hcavy mineral assemblage oF southern wall,10cation I-2of AOE5
試料  o1 0px cpx hO  bi  mt その他  合 計
1     0     79   11    56    0    1o4      0
3     0     72    8    61    1    1lo      3
5     0    88    3    57    0    100      2
7     1    119    5    42    0    81      2
表9 青葉山遺跡E地点第 5次調査重鉱物組成分析結果(B-2区東壁)
Tab 9 Heavy nineral assemblage of eastern wall,location B-2of AOE5
試料  ol opx cpx ho  bi  mt その他  合 計
2     0    75    3     63    0    103      6
4     0    38    1     94    0    117     0
6     0    40    0     91    o    l19     o
8     0     5    0     98    5    137     5
10    0     6    0    106    6    124      8
12    0      0    o    142    0    101      7
表10 青葉山遺跡E地点第 5次調査火山ガラス比分析結果9-2区南壁)
Tab 10 Volcanic glass proportion of southern wa11,location I-2of AOE5
試料  bw md pm その他  合計
数字は,粒子数 bwiバブル型,mdi中間型,
pm:軽石型.
表12 青葉山遺跡 E地点第 5次調査屈折率測定結果
Tab,12 Refractive indicies of AOE5
地 点  試料 屈 折 率





























青葉山遺跡群ではA、 B、 E地点で発掘調査が行われ、 B、 E地点の2箇所で4枚の旧石器時代の石器群が発見
されている。ここでは前期旧石器時代から後期旧石器時代までの石器群が層位的に確認されている。B地点は東
北大学埋蔵文化財調査委員会によって1984年 に試掘調査され、翌1985年 に本調査が実施された。 B地点の基本層
序では川崎スコリア層 (Za_Kw)が 5層 上面に存在し、愛島軽石 (Ac_Md)は 8層 に相当する。旧石器時代の石器




下AT)が堆積するという分析結果が得られている (第Ⅲ章7参照)。 4層 は上位の層に比べてうすい色調であり、
「暗色帯」に相当する層といえる。川崎スコリアと愛島軽石の間では、上半が明黄褐色から明褐色を呈し、下半
がより黄色味が強くなる。E地点では6層 (上半の層の最下部)の下部に鳴子―柳沢軽石 (Nr Y)が含まれる。
愛島軽石より下位には明褐色の層 (9,10層 )があり、その下部に古赤色土と考えられる赤褐色土層 (11層 )が
発達する。その下部には橙色の層を挟んでニッ沢礫部層に相当する礫混じりの層が堆積している。
1)青葉山遺跡 B地点 (梶原ほか1986)
この地点では、ATよ り上位の硬質ローム層の 3層上面から二次加工ある剥片1点 と剥片2点が出土し、「暗色帯」
と考えられる4層 からは剥片 1点が発見されている。川崎スコリアのブロックを上面に含む5層 の上面からは、サ
イ ド・スクレイパーやノッチを主体とする20点の石器が出土している。石材は珪質頁岩と珪質細粒疑灰岩が主体
で、その他に弱職が 1点ある。南北約 4m、 東西約 3mの範囲に分布し、石器群の南西に強い磁化を受けた部分
が有り、炉の存在が推定されている。5層上面の石器群は縦長剥片が主体となるが、剥片剥離の連続性のなさ、調
整技術の欠如や自然面を有するものの多さなどから、明確な石刃石器群とはいえないとされている。石器群の年
代観は5層 上面に川崎スコリア層 (約26,000～31,000Y.B.P。 )が堆積することから、後期旧石器時代初頭の石器群
とされている (梶原ほか1986)。
次に愛島軽石の約 lm下位の古赤色土と考えられる1ld層 からは、玉髄製のスクレイパー1点、珪質シル ト岩製
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図30 青葉山遺跡群の層序と石器
















































Fig 31  The stratigraphy and lithic artifacts in the Yamadauenodai site
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【山田上ノ台遺跡】 (主浜ほか1981、 1987 及川ほか1985、 鹿又2001)
当遺跡は仙台市教育委員会によって1980年度と1984年度に発掘調査が行われた。発掘面積は合わせて125∬ で
ある。第 4～ 9層、第21～31層 にかけて石器群が層位的に出土している。層序を整理すると、川崎スコリア層が
第10層 に相当し、その上部のローム層を観察すると、上半 (第 5層)が軟質、下半 (第 6～ 9層)が硬質である。
硬質のローム中では第 6層 と第 7層以下で色調が変化し、第 7層以下ではうすい色調となる。1980年度調査の層
序での色調変化は青葉山遺跡E地点でみられた土層の変化によく合致する。このようなことから判断すると、第
7～ 9層が 「暗色帯」に相当し、第 6層 の下部付近にATが含まれるものと想定できる。川崎スコリア層より下
部を概観すると、青葉山遺跡で確認された愛島軽石が確認されていないことから、山田上ノ台遺跡の第■層以下





























































Fig 33 The stratigraphy and lithic artifacts in the Uenoharayama site
半 (5層)が軟質、下半 (6a、 6b層 )が硬質となり、色調の変化は山田上ノ台遺跡の1984年度調査の層序によく







































































仙台市青棄山付近で層序の対比の鍵となる層は愛島軽石 (Ac_Md)と 川崎スコリア (Za― Kw)である。前者
は熱ルミネッセンス年代で6.4万年前 (市川1986)、 ESR年代で5.4～8.3万年前 (佐藤1986)、 フィション・トラッ









黄褐色の軟質ローム層中には、山田上ノ台遺跡第 5～ 6層上面、北前遺跡 5層、上ノ原山遺跡 5層の石器群が包
含されている。一方、ATよ り上位の硬質ローム層中には青葉山遺跡E地点 3層下部～ 4層上面、上ノ原山遺跡







者は上ノ原山遺跡6(b)層 、山田上ノ台遺跡 7・ 8層上面、北前遺跡 6層上面の各石器群である。
図35 青葉山周辺の旧石器出土遺跡間層序対比図
Fig 35  Cross― section of stratigraphy,paleolithic sites around Aobayama
川崎スコリアより下位になると段丘面の形成時期の違いにも関連し、遺跡間の詳細な層の対比が難しい。川崎
スコリアの直下の層では基本となるのは、高位段丘上にある青葉山遺跡群の層序となろう。青葉山遺跡A地点で
は御岳第1軽石 (On― Pml)と愛島軽石が確認され (豊島1998)、 同E地点で鳴子―柳沢テフラと愛島軽石が発見
されている。川崎スコリアの直下では、褐色ローム層が発達し、色調がやや赤味を帯びる。川崎スコリア層より
下位、愛島軽石層より上位の層から出土する石器群は、上ノ原山遺跡 7～ 9層、北前遺跡9層 上面、青葉山遺跡E
地点7b層 上面、北前遺跡15。 17層 上面、山田上ノ台遺跡第21～31層 の石器群が相当しよう。その中でも前二者は、
川崎スコリア層直下の色調がやや赤味を帯びた暗いローム層中から出土しており、後三者より後出と考えられる。
さらに、愛島軽石より下位の層から出土した石器群は青葉山遺跡B地点1ld層 のものと、それに相当する排土か









に位置づけられる。東北地方では宮城県築館町高森遺跡 (山 田編1988)、 大和町中峯C遺跡最下層 (小ナ||ほか1988)、









-4)よ りも下位にあることが判明している (八木・早田1989)。 また、柳沢テフラは約5万年前との測定値が示さ
れている (山田編1988)。 当石器群からは、大きさが4～ 5cm前後の尖頭器 (斜軸尖頭器を含む)や剥片類が出土
している。これらは打面や作業面を頻繁に転移する剥離技術によって作出されている。二次加工は、器体の周縁
部に施され、素材面を大きく残す。奥まで入る剥離はみられない。周辺加工の石器がその特徴と言える。時期的


















である。これらの石器群は、秋田県風無台 I遺跡や松木台Ⅲ遺跡 (大野ほか1986)、 山形県岩井沢遺跡 (加藤・�




















































阿子島1981、 芹沢・梶原 。阿子島1982)。 いわゆる高倍率法を採用している (Keeley1977,Keeley1980)。 落射照
明付き金属顕微鏡 (オ リンパスBHM)を 使用し、倍率100～400倍で観察をおこなった。青葉山遺跡E地点第5次
























る。左側辺には、縁辺に対し直交を主体に平行や斜行の線状痕を伴つたE2タ イプ (図版16-6)やD2+Flタ イ
プなどの多様な光沢面が認められる。縁辺のE2タ イプの光沢面は、稜付近の摩滅に類似する部分もある。また、
石器の表面は、腹面・背面ともに強い埋没光沢を帯び、輝斑が点々と認められる。推定される作業は、乾燥した

































が接する稜線も摩滅している (図版17-1、 2)。 一方、打面付近の二次加工による課1離面内は表面状態が比較的良
好で、縁辺摩滅も少ない。従つて、先端部の側辺が刃部として使用された可能性が高い。
1002の斜軸尖頭器はその石質と色調から観察が困難であったが、縁辺の摩滅度に差異が認められる。最も強い
摩滅は尖頭部付近に存在する (図版17-4)。 そのほか、打面と反対側の側辺にも摩滅が見られる (図版17-3)。
1005の斜軸尖頭器には輝斑が広く分布し、表面状態は必ずしも分析に最適とはいえないが、使用痕が確認され
た。面的な剥離の施された最も鋭い側辺にE2タ イプ (凸部にElタ イプ)の光沢面が認められる (図版17-5、 6)。
線状痕は縁辺に直交する。乾燥皮の掻き取り (scraping)に使用されたと推定される。この側辺には、明瞭な光
沢面が認められない部分にも摩滅が及ぶ。
1003の剥片には微小剥離痕のある縁辺にDl+Flタ イプの光沢面が認められた (図版17-7、 8)。 線状痕は縁辺
に直交する。光沢面は凸部にパッチ状に分布する。骨・角の削り (whittling)が おこなわれたものと推定され
る。微小剥離痕が背面側に偏って生じていることから、腹面側へ向かう一方向の作業であったといえる。
1004の剥片は微小最1離痕を有する縁辺にDl+D2タ イプの光沢面が認められた (図版17-9、 10)。 線状痕は縁辺





















(註 2)本 稿で、石器の使用痕検出部位の説明で、単に「右 (左)側辺」とある場合には、背面側を示した図に
おける右 (左)側辺を指し、「腹面右 (左)側辺Jとある場合には、腹面側を示した図における右 (左)側
辺を指す。
表 13 青葉山遺跡 E地点第 5次調査出土旧石器の使用痕観察表
Tab 13 Microwear traces on palaeolithic stone artifacts from AOE5
使用部位 :上層は、「①②Jの順で記入。①D=背面、V=腹面、②L=左側辺、R=右側辺、S=折れ面。
下層は、R=右側辺、L=左側辺、D=先 端側縁辺を記入。
光沢面 :「十Jは同じ部位に異なるタイプの光沢面が認め られる場合に用いる (例 :「 Dl+Fl」 この場合、Dlタ イプが主要な光沢面である)。
線状痕 :練状痕は、縁辺に対する線状痕の方向について、その主体 となる方向を記入 した。
微小剥離痕の状況 :「平面形～断面形―大きさ」の順に示す。基準は (阿子島1981)参照。
平面形 :S=scalar R=rectangular T=trapezoidal Tr=triangular I=irregular、 Sl‐ sliced
断面形 :F=Feather end st=Step Flaking H=Hinge fracture
大きさ :05≦ S<10mm lo≦ M<15mm 15mm≦ L
微小剥離痕の分布 :「偏 り‐連続性Jの順
偏 り :B=偏 らず両面に認められるもの、D=背面に偏る、V=腹面に偏る、S=折れ面に偏る
連続性 iC=連続的、I=断統的 S=ご く僅か
微小剥離痕が二次加工のため、明瞭でないものは 「R不明」 と記入 した。
3層下部から4層上部
血 使用部位 沢  面 線 状 痕 微 小 剥 離 痕 の状 況 微小剥離痕の分布 刃  角
1 DL、 VR E2 直交・ R不明 R不明
VD El 直 交 S・Tr― F― S・ L V― S
DL、 VR E2、 D2+F2 平行、斜行 SoR・ T― F― SoL B― I
DL、 VS Dl?、 Fl 直 交 側辺はR不明、F・ T― F一 M 側辺はR不明、S― C
DL、 DR Fl? 直交 R・ T・ Tr― F―L V― S
DL、 DR、 VL、 VR B 平行、斜行、直交 Tr・ S― St・ F― S V― S 40-60
遺 跡 上 面
L 使 用 部 位 光 沢 面 線 状 痕 微小剥離痕の状況 微小剥離痕の分布 刃   角
不明
不 明
003 L Dl 直 交 R・ T・ Tr― Sn-lvI V― C
D Dl 直交 R・ T・ Tr― Sn― h/1 V― C
R E2 直交 S・ Sl・ Tr― S,L D一 C
遺 跡 E地点 3層下 部 か ら 4








L 可 能 性 の 高 い 作 業 表 面 1犬 態












3層下部～ 4層 上面から計11点の石器が出土している。16× 10mの 範囲に散漫に分布する。4層の上面か ら浮い
た状態や、立った状態で出土するものも認められた。石器の標高差は最大25,9cmで ある。また、7b層 上面か ら9




差は最大19.7cmである (図361)。 また、1ld層 上面から計 3点の石器が出土した。いずれも層理面にのっており、
2× 2mの範囲に石器の出土地点はおさまる。標高差は0,3cmで ある (図 362)。
【山田上ノ台遺跡】 (主浜ほか1981、 1987、 及川ほか1985、 鹿又2001)
5、 6層 から10箇所の遺物集中地点が確認されている。最も点数の多いのは第4遺物集中地点であり、計46点が2.5
×5mの範囲から出土している。8割が 6層 より出土しており、6層上面から上へ10cmの範囲内にほとんどの石器
がおさまる (図 37-5、 註 1)。 石器間の標高差は最大36cmである。第 1遺物集中地点からは、計31点の石器が4.6×
3mの範囲から出土している。5層 と 6層の出土点数はほぼ等しく、最大45cmの 標高差をもって石器が接合してい
る (図 36-6、 37-7)。 第 5遺物集中地点では、33点 の石器が5× 4mの範囲から出土している。標高差は最大86cmで
ある (図 87-1)。 また、第 6遺物集中地点からは計30点の石器が3× 3.5mの 範囲から出土しているが、6層出上の
ものは全体の 3分の 1である。最大33cmの 標高差をもって散漫に出土することが、垂直分布図から読み取れる
(図 37-2)。 第10遺物集中地点では、16点の石器が散漫に出土しており、垂直分布にもまとまりがない (図 37-4)。
標高差は最大24.5cmで ある。N-23区 では、7～ 9層より石器が出土しており、3枚の文化層に細分されている(図
36-7)。 各文化層の石器はそれぞれ層理面に貼りつくような状態で出上している。W-19区では21～31層から21点
表14 仙台市内旧石器時代遺跡の遺物分布表
Tab 14 Distributions of artifacts from PaleOlithic sites in Sendai City
遺   跡   名 層 位 石 器 集 中 点 救 平 面 分布 (南北 ×東 西 m) 標 高 平均 標 高 中央 値 最大 標 高 差 標 高標 準 偏 差 標 高 分 散
山田上ノ台5、 6層4集 中 5、 6 4 25× 5 54527 54510 0360 00672 00045
山田上ノ台5、 6層5集中 5 5× 4 54793 00723 00052
山田上ノ台5、 6層 6集中 6 3× 3.5 54593 00830 00069
山田上ノ台5、 6層 10集中 54600 54610 0245 00671 00045
山田上ノ台5、 6層 7集中 7 9 35× 55 54548 00065
山田上ノ台5、 6層 8集中 8 25× 2 54971 54970 0225 00704 00050
北前5層 9 1× 1 61146 61130 0090 0,0347 00012
青葉山E4層 4 16× 10 157856 157856 00740 00055
富沢25c層 14× 1 6884 68925 0062 00005
宮沢26層 2 6912 69115 0089 00629 00040
宮沢27層 45× 6 6957 69695 00026
青葉山B5層 5 4× 3 152701 152686 00031
山田上ノ台N-23区 9層 54023 54030 0040 00208 00004
山 田上 ノ台 N-23区 7層 7 54275 00178 00003
青葉山E7b層 7 5× 7 157193 157197 00388 00015
山田上ノ台W-19区 21、 24層 21、  24 53814 53820 0060 00279 00008
山田上ノ台U-18区 2127層 53480 00032
山田上ノ台W-19区 28層 3 53820 53820 00500 00025
北前15層 1× 1 59082 59080 0010 00045 00001
北前 17層 17 13× 15 00429 00018
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1.青葉山遺跡 B地点 5層上面出土石器 (西から1東へむけて投影)
149m        61.5m
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3.北前遺跡 5層 1出 土石器
(西‐東)
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Fig.37 Sea level dist� busions of lithic artifacts in paleolithic sites around Aobayama(21
の石器が出上している。これらは 4つ の文化層 (第 6～ 9文化層)に細分されている。第 6～ 8文化層では、層
理面が南西に向かって緩やかに傾斜しており、5× 5mの調査区内において、第6文化層では35cm、 第 7文化層で
は20～ 30cmも 高低差がある。従って、石器の出土標高のみを検討すると、石器間の標高差は層理面と石器のレベ
ル差より大きくなる。また、第6文化層と第 7文化層の一部の石器は帰属文化層を結論付ける十分な資料が得られ
なかったとされている。最大標高差は、第 6文化層が 6cm、 第 7文化層が18cm、 第 8文化層が15cm、 第 9文化
層が10cmで ある。文化層間の標高差は顕著でなく、下位の文化層に含まれる石器が上位の文化層に含まれる石器
よりも標高が高い例も多く認められ、垂直分布を見ても明瞭な文化層の分離ができない (図 86-6)。 W19区の21層
から28層 まで20点の石器が出土しているが、その標高差は最大で22cmで ある。U18区の21～27層からも 9点の石




いないものとされる。石器の標高差は最大で9cmである (図 36-3)。 15層 からは 5点の石器が1× lmの範囲内に層





差は最大6.2cmで あるが、ほとんどの石器が約lcmの 間におさまる。IC区では、26層 から2点の石器が1,33m離 れ
て出土している。標高差は8.9cmで ある。ⅣC区では、27層から111点 の石器が4.5× 6mの範囲から出土している。
特に石器の集中する場所が4箇所有 り、標高差は最大22cmで ある (図 37-8)。
【上ノ原山遺跡】 (主浜ほか1995)
I区では、5層から273点以上、6層から125点 の石器が出土している。6層 の石器は 4箇所の遺物集中地点に主
として分布する。それぞれ、径4.5～3mの範囲に分布する。7層から37点 の剥片石器と 5点の礫石器が出土してい
る。8層からは剥片石器13点 と礫石器 1点が出土している。9層からは剥片石器16点 と礫石器11点が出土してい
る。10層 から剥片石器が33点 と礫石器が12点出土している。7～ 10層 出土石器の点数は5、 6層 に比べて少なく、分
布が散漫である。礫石器を多く含む。Ⅲ・Ⅳ区では 5～ 8層から石器が出土するが、5～ 6b層 の遺物集中地点が
平面的に若干重複する傾向にある。また、5層 と6a層 の石器が接合する例もある。6a層 が部分的な堆積であり、確
認されない地点もあることから、5～6a層 出土遺物を6a層 に該当する時期の遺物として一括して扱うべきかもし
れない。■区の 5層から、1× lmの範囲に 5点の石器が出土している。Ⅳ区 5層では、主に 2箇所の遺物集中地
点が確認されている。AD-48グ リッドでは、1.5× 0.5mの 範囲から8点の石器が出土している。AH・ AI-47グ












山田上ノ台5、 6層 6集 中
山田上ノ台5、 6層 10集 中
山田上ノ台5、 6層 7集 中






















ATよ り上位のハー ドローム層から、青葉山遺跡E地点3層 下部～4層 上面、上ノ原山遺跡6a層 から石刃石器群





ATよ り下位で川崎スコリア層より上位の暗色帯中から、青葉山遺跡B地点5層 上面、山田上ノ台遺跡 7～ 9層、















は、青葉山遺跡 B、 E地点である。標高は150～ 160mで ある。文化層ごとに概観すると、上層の石器群ほど石器の





























通り道に設けられたとみられる深さ1.2m、 長辺1,2m、 短辺0。 7mの陥し穴は、穴の底に先端と基部を尖らせた杭
を打ち込んだと推定され、深さ50cmの 小さなピットが検出されている。早期縄文集団の狩猟活動をうかがい知る
ことのできる重要な遺構である。
さらに、この地点の3層 下部から4層 上面の調査で、後期旧石器時代の文化層が確認され、石器 9点と礫 1点が
検出された。3層下部には約22,000～ 25,000年前と年代測定されている姶良Tn火山灰 (AT)が含まれており、こ
れらの石器の年代が推定される。





下層の7b層 上面から検出された 9点の石器は、約 8m程の範囲と、標高157.lmか ら157.3mの レベルに集中し
て出土している。幅広の小型剥片を素材とし、頁岩、凝灰岩、玉髄が石材として用いられている。また、斜軸尖
頭器、微細剥離のみられる台形剥片には使用痕が確認されている。




b層 出土資料、次いで山田上ノ台遺跡第21～31層 出土資料、および北前遺跡15。 17層 出土資料である。次に後期
旧石器時代前半期の石器群として、青棄山遺跡B地点5層 出土資料、および山田上ノ台遺跡 7～ 9層出土資料、次
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第Ⅳ章 芦ノロ遺跡第 4次調査 (TM4)














































芦ノロ遺跡周辺では、赤生津遺跡 (仙台市教育委員会1990)、 長rlh遺跡 (泉市教育委員会1985)、 梨野A遺跡






















松島湾では、西ノ浜貝塚 (後藤編1989、 宮城県教育委員会1968)、 福浦島貝塚、里浜貝塚 (東北歴史資料館1989)、
















阿武隈川下流域では、梁瀬浦遺跡、畑中貝塚 (宮城県教育委員会1986)、 椿貝塚 (亘理町1975、 東北歴史資料館














に含まれる (図 1・ 5)。 本章 1で述べたように、調査地点の周辺では、1985年以来の 1～ 3次調査で、縄文時代
から平安時代にかけての遺構 。遺物が発見されていることから、今回も全面の調査が必要と判断された。
今回の調査は、本学原子核理学研究施設の電源室と照射・測定室の新営に伴い行われた。電源室予定地を 1区、
照射・測定室予定地を 2区 として調査区を設定した (図 40)。 また、この調査に併行して、原子核理学研究施設の
ある富沢団地の排水管改修工事が行われており、立ち会い調査の結果、一部で遺構が確認されたため、その部分
を,,水管区と呼び、本調査を実施した。
1区 と 2区の距離は約20mと 近接しており、調査着手時には標高約50mのほぼ平坦な荒れ地であった。調査区
の北東には金洗沢が開析されており、沢をはさんで土手内の丘陵に面している。1区の北東角より、金洗沢へと続







Fig 39 Distribution of sites belonging to the Final」 omon period around Sendai Bay
♀                     Okm
85・ 86
表15 仙台湾周辺の縄文時代晩期遺跡地名表 (1)
Tab 15 List of sites belonging tO the Final」 omon Period arOund Sendai Bay(1)
番 号 遺  跡  名 所 在 地 立   地 大洞B 大洞BC 大洞Cl 大洞C2 大洞A 大洞A. 備 考
1 矢範 仙台市青乗区大倉字矢籠 丘  陵
2 下蒜 仙台市泉区福岡字下蒜 段  丘
3 大清水 富谷町富谷字大清水 丘陵斜面 ○ ○ ○
4 日吉神社前 富谷町富谷宇熊谷 丘陵麓 ○ O
5 摺 萩 大和町宮床字摺萩 丘  陵 O ○ ○ ○ 〇 集  落
6 荒田沢溜池前 富谷町富谷字荒田沢 丘陵斜面 O O
7 段 ノ沢 富谷町富谷字段 ノ沢 丘  陵 ○ O O
8 荒田沢 富谷町富谷字醸沢 丘陵斜面 O O
9 東沢A 富谷町富谷字東沢 丘陵斜面 O ○
東沢B 富谷町富谷字東沢 丘陵斜面 ○ ○
11 仏 所 富谷町官谷字仏所 丘陵斜面 ○
12 別所 大和町鶴巣北目大崎字別所 丘陵斜面 O ○
別所南 大和町鶴巣北目大崎字三角田南 丘陵麓 ○ O
14 亀水作 富谷町今泉字亀水作 丘  陵
15 亀水作B 富谷町今泉字亀水作 丘陵斜面
大沢大ケ沢 仙台市泉区泉、七北田字大 ヶ沢 丘  陵 ○ ○
17 洞雲寺 仙台市泉区山ノ寺二丁目 丘  陵
浦木戸 東成田字浦未戸 段  丘
上下堤畑中貝塚 鳴瀬町上下堤宇畑中 丘陵麓 O O ○ 貝  塚
川下 り響貝塚 鳴瀬町川下字内響 河川敷 ○ ○ O ○ O 貝  塚
高松貝塚 鳴瀬町高松字 日照沢 河川敷 ○ 貝  塚
野蒜亀岡貝塚 鳴瀬町野蒜字亀岡 浜  提 ○ ○ 貝  塚
鷺島貝塚 松島町磯崎字鷺島 丘  陵 ○
錦ヶ崎貝塚 松島町磯崎字西ノ浜 丘陵麓 ○ ○ 貝塚・製塩
西の浜貝塚 松島町磯崎字西の浜、長岡 海  嶼 ○ O 〇 ○ 貝塚・製塩
福浦島貝塚 松島町松島字福浦 褥  嶼 O 貝塚・製塩
九ノ島貝塚 松島町松島字九の島 海  襖 貝塚・製塩
焼島貝塚 松島町松島字焼島 海  換 貝塚・製塩
六合沢B 松島町手樽字六合沢 海  岸 製  塩
薬 ヶ崎貝塚 塩釜市浦戸野々島 海  岸 貝塚・製塩
港浦 A貝塚 鳴瀬町宮戸字潜蒲落荷 丘陵麓 O ○ O O 貝  塚
里浜貝塚 鳴瀬町宮戸字里浜、西畑、細畑、鍋石 丘陵麓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 貝 塚
大 浜 鳴瀬町宮戸字大浜 丘陵斜面 貝塚・製塩
室浜 (浦 口) 貝塚 鳴瀬町宮戸字室浜浦 口 丘陵斜面 ○ 貝  塚
新浜B 塩釜市新浜三丁目 海  岸 〇 O O 貝塚・製塩
浜田洞窟 利府町赤沼字井戸尻 O 貝塚・製塩
一本松貝塚 塩釜市字一本松 海  岸 ○ O 貝塚・製塩
小畑貝塚 七ヶ浜町東宮浜字要害 丘  陵 O O 貝  塚
東宮 (鳳寿寺 ) 貝塚 七ヶ浜町東宮浜字寺島 丘陵麓 O 〇 ○ 貝  塚
峯貝塚 七ヶ浜町代 ヶ崎浜字峯 丘陵麓 ○ ○ 貝塚・製嫌
沢上貝塚 七ヶ浜町代ヶ崎浜字沢上 丘陵麓 O 貝 塚
二 月田 (空墓)貝塚 七ヶ浜町吉田浜字二月日 丘陵麓 ○ ○ ○ ○ O ○ 貝  塚
大 代 多賀颯市大代五丁目、六丁目 丘陵麓 O O 〇 ○
野 山 七ヶ浜町汐見台三丁目 丘陵斜面 ○ 製  塩
野山 (鬼 ノ神山) 貝 塚 七ヶ浜町菖蒲田浜字野山 丘陵斜面 ○ 貝塚・製塩
大代 (橋本囲) 貝 塚 多賀城市大代五丁目、六丁目 丘陵麓 O O ○ ○ 貝塚・製塩
林崎 七ヶ浜町松 ヶ浜字林崎 丘陵端部・海岸 O 貝  塚
阿川沼貝塚 七ヶ浜町菖蒲田浜字和田 丘陵麓 ○ O 貝 塚
笹山貝塚 七ヶ浜町松 ヶ浜字笹山 丘陵斜面 ○ O 貝塚・製塩
諏訪神社前 七ヶ浜町菖蒲田浜字林台 丘  陵 O ○ O 製  塩
塩釜神社境内 塩釜市字一森山 丘陵斜面 ○ 製  塩
畑 沢 仙台市青葉区新川字畑沢 段  丘 O O
田尻 仙台市青葉区芋沢字田尻 段  丘 ○
大道A 仙台市育栞区上愛子字大道 段  丘 〇
下 野 仙台市青葉区芋沢字下野 段  丘 〇
ニツ岩 仙台市青葉区下愛子字一本杉 段  丘
谷津A 仙台市青葉区上愛子字谷津 丘陵麓
青粟山B・ E地点 仙台市青葉区荒巻字青葉 丘  陵
萩 ケ丘 仙台市太白区萩 ヶ丘 丘  陵
土 樋 仙台市青葉区土樋一丁目 段  丘
芦ノロ 仙台市太自区三神峯一丁目、西の平一丁目 丘  陵 O 集  落
五輪原 仙台市太白区秋保町馬場字竹林 段  丘 O
深野 仙台市太自区秋保町長袋字原 段  丘
並未 仙台市太自区秋保町長袋字中原 段  丘
原 仙台市太白区秋保町馬場宇深野 段  丘
天神社 仙台市宮城野区FBDヶ 岡 段  丘 O
菅刈山 仙台市太白区秋保町長袋字菅刈山 丘陵麓 ○
嶺山B 仙台市太白区茂庭台一丁目 丘陵斜面 ○
嶺山A 仙台市太白区茂庭台一丁 目 丘  陵 O 土壌群
嶺山C 仙台市太自区茂庭字嶺山 丘陵斜面
績岸 仙台市太白区茂庭字嶺岸 段  麓
Tab 16
表16 仙台湾周辺の縄文時代晩期遺跡地名表 修)




























10月 30日 、旧表土 (3層)の掘り下げを開始したところ、6層上面で黒色上の入る溝のプランを検出したj ll月
12日 までに 6層上面の調査を終え、2区全体の全景写真を撮影。11月 13日 に重機を用いて 6層の掘り下げを行い、
11月 14日 から上部泥炭層 (7a層 )の調査に着手した。■月18日 に上部泥炭層で見つかつた埋没林の写真撮影を行
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なかった。2区は、工事開始まで間があるため、排土を用いて埋め戻しを行い、調査前の状態に戻した。
1区で出土した土器の大半は、器表面の剥落が顕著であり、土器自体を強化するための保存処理を行う必要が


















(註 6)OH100の反応が完了するまで、最低 2～ 3週間かかる。反応期間中は直射日光・雨水を避ける。
3.基 本 層 序
今回の調査地点のうち排水溝区以外では、基本的に、前の試掘調査に層名を合わせるようにしたため、前回の
試掘調査の 4・ 5層に対応する層が存在しない。また、前回年報 9で 7層 と報告した粘土層を今回 6層 に含めたた
め、7層以下の層名は順次繰り上がっている。例えば、年報 9で 8層 と呼んだ泥炭層は、今回の報告では 7層 となっ
ている。なお、排水溝区の層名に関しては、1・ 2区と離れていること、調査面積が狭いこと等を考慮して、別の
名称を用いることとした。
【1区 。2区】 (図 41～ 43)
1層 は、大学による盛上である。2層は、戦前この地にあった陸軍幼年学校時代の盛土と考えられる。層厚は、
1・ 2層合わせて約 1～ 2mあ る。これら近代以降の盛土の下に、盛土がなされる以前の旧表土 (3層 )が存在す
る。3層の層厚は20cm前後である。第 3次試掘調査地点では、3層の下に縄文時代の遺物を含む 4層、さらにその
下にローム層 (5層)が確認されているが、今回調査した 1・ 2区では、4層および 5層が存在しない。
6層は砂と粘土からなる水性堆積層であり、1区で約 lm、 2区で約1.2mの厚みを有する。層相の違いから6層
は、1区で6a～ 6hの 8層 に、2区では6A、 6B、 6Cの 3層 に細分された。1区の6a～6d層 は 2区の6A層 に、同じく




との関係で検討する。1・ 2区 ともに第 3次調査の 4・ 5層 に相当する堆積層を欠いており、6層上面が縄文時代の











図41 芦 ノロ遺跡第 4次調査地点層序模式図

































































































6a′ 層 10YR5/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト 粘性極弱・しまり中 部分的に灰黄色細砂 多量の白色岩片・黄色パミス ?小粒
6a層 25Y7/2灰 黄色と6/4に ぶい黄色が斑に混じる 砂質シル ト 粘性弱・しまり中～強 調査区南端では最上部に75YR5/4に
ぶい褐色を呈し炭化物小粒を含む部分が認められた 上部ほど褐色～黄色味が強く砂質で下部ほど灰白味が強くシル ト質
多量の白色岩片 6b層 とは漸移的 粒状の酸化鉄顕著
6 btt N75/1灰 白色と10YR7/4にぶい黄橙色が斑に混じる シル ト 粘性弱・しまり中～強 クラック顕著 下部は漸移的に粘土
(粘性強・しまり強)に変化 全体に少量の白色岩片 部分的に砂の集中
6c層 5BG6/1青 灰色 粘土 粘性強 。しまり中～強 全体に砂粒均質に含む 径 1～ 5mmの 白色岩片
6d層  10Y7/1灰 白色と10G7/1明緑灰色が斑に混じる 粗砂 粘性なし。しまり強 部分的に青灰色粘土 径 5～ 10mmの 白色岩片
(径 5～10mm)多 い クラック顕著
6e層 5BG6/1青 灰色と10Y7/1灰 白色が斑に混じる 粘土 粘性強 。しまり中～強 クラック顕著
6f層  25Y7/2灰 黄色を主とし5BG7/1明青灰色が斑に少量混じる 粘土 粘性強・しまり中～強 クラック顕著
6g層  7 5GY6/1緑 灰色 粘土 粘性強・しまり強 白色の微細粒と砂粒を含む クラックは 6a～ c層 よりは少ない
6h層  10Y7/1～ 8/1灰 白色を主としクラックの周辺に5BG6/1青灰色が認められる 粘土 粘性強。しまり強 白色火山灰 ?の小ブ
ロック 上部が 6e層に近い青灰色を呈するが明確には分けられない
7層  25Y7/2灰黄色 粘土 粘性強 。しまり中～強 下部に75YR6/2灰褐色の粘土 (粘性中・しまり中～強)を霜降り状または
帯状に含む (泥炭層の端)7 5YR2/1黒色の粘土 (粘性弱 。しまり中)を厚さ2 5cm程 の帯状に含む 】ヒ西深掘区では黒色が
主体で灰白色粘土がブロック状または霜降り状に含まれる 北側ほど層厚が薄くなる 北西深掘区では樹木が遺存
8a層  5Y8/2灰 白色 粘土質シル ト 粘性弱 。しまり強 全体に細砂 南側および下部に径 6mm以下のマンガン粒多い (北 西深
掘区にはない)下 部に斑状の酸化鉄
8b層 5Y8/1～ 8/2灰 白色 粘土 粘性強 。しまり強 霜降り状に明褐色の酸化鉄
10号土坑埋土土層註記
埋± 1層  10YR5/3にぶい黄褐色 砂質シル ト 粘性中 。しまり中 斑状に酸化鉄 径 5mm程の炭化物少量
埋± 2層  5Y5/1灰色 シル ト 粘性中・しまり中 大きな斑状の酸化鉄 径 5mm程の白色礫少量
埋± 3層  10YR6/3にぶい黄橙色 砂質シル ト 粘性中 。しまり中 10Y7/1灰白色シル ト (粘性中 。しまり中)が混じる 網目状
の酸化鉄
埋± 4層  10BG7/1明 青灰色 粘土 粘性強・しまり弱 大きな斑状の酸化鉄 10BG6 5/1青 灰色の砂質シル ト (粘性弱・しまり中)
の大きなブロック 炭化物少量
埋± 5層  10BG6 5/1青 灰色 粘土 粘性強 。しまり弱 大きな斑状の酸化鉄 10BG6/1青灰色砂質シル トのブロック
埋± 6層  10BG7/1明 青灰色砂質シル ト 粘性弱 。しまり中 太い網目状の酸化鉄 10BG7/1明青灰色粘土の小ブロック
埋± 7a層 5YR5/1褐灰色シル ト 粘性中 。しまり中 5YR6/1褐灰色 粘土 粘性強 。しまり中が半々の割合で混じる 斑点状の
酸化鉄少量
埋± 7b層 7aと 同じであるが、 8層によって分けられている
埋± 8層  10BG7/1明 青灰色 粘土 粘性強 。しまり中と10BG7 5/1明 青灰色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中が半々の割合で混じ
る 酸化鉄が面的にみられる 径 2cm程の白色礫少量
埋± 9層  5YR5/1褐 灰色 シル ト 粘性中・しまり中 10BG7/1明青灰色粘土 (粘性強・しまり中)少量 太い網目状の酸化鉄
埋±10層  10BG7/1明青灰色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中
埋±■層  10BG7.5/1明 青灰色 粘土 粘性強 。しまり中 大きな斑状の酸化鉄少量
埋±12層  25Y7/2灰 黄色 粘土 粘性強・しまり中 太い網目状の酸化鉄
12号土坑埋土土層註記
埋± 1層 10YR5/2灰 黄褐色 シル ト 粘性中・しまり弱 斑状の酸化鉄少量 5Y5/1灰 色粘土と炭化物少量
埋± 2層  5Y5/1灰色 シル ト 粘性中・しまり中 斑状の酸化鉄多量にみられる層と7 5GY6/1緑 灰色 砂質シル ト 粘性弱・しま
り中 酸化鉄が斑点状に多量にみられる層との間に5Y5/1灰 色砂 (粘性なし,し まり弱)が入る 長さ 8cm幅 lcm程の炭
化物
埋± 3層  10YR5/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中 斑状の酸化鉄少量 基本的に埋± 1層 に似る
埋± 4層  5Y5/1灰色 砂質シル ト 粘性弱・しまり中 径10cm程の25Y暗灰黄色ブロック 太い網目状の酸化鉄
埋± 5層  5Y5/1灰色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中 7 5GY5/1な いし6/3緑灰色粘土 (粘性強 。しまり中)大 きな斑状の酸化鉄
径 2cm程の炭化物少量
埋± 6層  5Y7/1灰 白色 粘土 粘性強・しまり中 75GY緑灰色シル ト (粘性中・しまり中)面 的な酸化鉄
埋± 7層  75GY緑灰色 シル ト質砂 粘性弱 。しまり弱 細い網目状の酸化鉄





埋± 2 -495m埋± 3
土層註記
1・ 2層  大学及び幼年学校による盛土
3層   10YR4/2灰 黄褐色 砂質シルト 粘性極弱 。しまり中 黄褐色上のブロック・炭化物・焼土の細粒を全体に含む 旧表土
6A層  25Y7/2灰黄色 粘土～砂 最上部約 8cm l10YR4/4褐色の砂質シル ト (粘性弱 。しまり中)炭化物と黄色のパミスや
焼土?の細粒を全体に含む漸移層 上部約10cm:砂質シルトと粘土が斑に混じる (粘性中。しまり中)白色岩片の小粒
を含む 中部約20cm:粘土 (粘性強・しまり中～強)ク ラック多く白色岩片多量に含む 下部約40cm i砂 と粘土が混じ
る (粘性強。しまり強)ク ラックはみられるが中部ほど風化していない 白色岩片多 (やや大粒目立つ)最下部約40cm:
砂と粘土 (粘性中・しまり中)の互層 白・緑色の岩片と小円礫が所々ラミナ状に集中 下面は凹凸が激しい
6B層  25Y7/4浅黄色 粘土 粘性強 。しまり中～強 網状に自くなる部分がある 全体に細かいクラックが多い
6C層  75Y6/1灰色 粘土 粘性強 。しまり中～強 クラックが多い 6b層 との境付近では青味がある 斑に暗灰黄色の部分が
みられる 下部に白色火山灰の小ブロック
7a層   10YR2/2黒 褐色 シルト (粘性中・しまり中)に 7 5YR5/2灰褐色 粘土 (粘性強・しまり中)が霜降り状に混じる 上半
ほど灰褐色が多い 下部に樹木遺存体を多く含む クラックに砂が入り込む (上部泥炭層)
7b層  75YR3/2黒 褐色 シルト (粘性弱・しまり弱)と 10YR7/3に ぶい黄橙色 砂質シルト (火 山灰 ?)が互層をなす 細かな
ラミナ状を呈する部分もある
7c層   10YR1 7/1黒 色 シルト 粘性中・しまり強 7d層に比べ黒味が強く固くしまっている 多量の樹木遺存体を含む (下部
泥炭層)
7d層   10YR3/3暗 褐色 砂質シルト 粘性弱。しまり弱 下部に2 5GY6/1オ リーブ灰色 シルト質砂 (粘性極弱・しまり弱)の
ブロック 炭化しかけた樹木の根を多く含む
8a層  10Y6/1～ 7/1灰 ～灰自色 細砂 粘性なし ,し まり中～強 上部は25Y5/2暗 灰黄色が混じる 8c層 との境に厚さ5mm程
の5YR6/2灰褐色の帯
8b層  10Y6/1灰色 砂質シルト 粘性弱 。しまり中 非常に均質 青味がある
8c層  25Y8/3淡黄色 粘土質シル ト 粘性中。しまり中 砂層を挟む
1号溝
埋± 1層 10YR3/1黒 褐色 シルト 粘性中 。しまり中 斑状に酸化鉄が析出
埋± 2層  10YR4/2灰 黄褐色 シルト 粘性中・しまり中 炭化物を含む 斑状に酸化鉄が析出
埋± 3層  10YR7/2に ぶい黄橙色 砂質シルト 粘性中 。しまり中 酸化鉄顕著
図43 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 2区断面図 調査区北壁・西壁
Fig 43 Cross section oflocation 2 at TM4
4.検 出遺 構 と出土 遺物
(1)検出遺構
① l区











底面から口縁部に平行沈線を有する深鉢 (図 54-P7)が、埋± 3層からは図55-P3の壷形土器が出土してい
る。
(2号土坑】 (図 46、 図版19-5・ 6、 20-8)
E-2・ 3区で検出された。5・ 6号土坑を切って掘られていると考えられるが、東側では明確な壁の立ち上がり









埋± 4層から羊歯状文を有する鉢 (図54-P12)な どの土器が出土している。




ある。埋± 1層 に直径 lcm以下の小さな炭化物が多く含まれている。
埋± 5層から図54-P19の 底部破片が出土している。





円礫が 3点出土している。出土遺物のうち、埋± 2層の口頸部が短く外傾する有文深鉢 (図 55-P16)や 粗製深
鉢の大型破片 (図54-P17)、 埋± 5層の羊歯状文を施文した鉢形土器 (図54-P18)な どを図示した。




一連の土坑と理解するに到つた。長軸約4.4m、 短軸約 2mで、底面に 4箇所窪みがあり、そのうちの 1箇所から
は、直径20cm弱で厚さ 4cm程度の扁平な円礫が出土している。
埋± 7層 には板状ないし棒状の炭化材が含まれるほか、埋± 7層 。10層 といつた下部埋土に土器片が多く混じ
る。図56-P22の 口頸部が短く外傾する深鉢 (図56-P22)や 綾繰文のある深鉢の体部破片 (図55-P21)な どが
出土している。




〔8号土坑】 (図 49、 図版21-7・ 8)
F・ G-3区 で検出された楕円形を呈する小型の上坑である。長軸約1.5m、 短軸約1.2mで、検出面からの深
さは約50cmで ある。壁の途中に段を一段有する。埋± 1層から図56-P30の 粗製深鉢が出土している。
【9号土坑】 (図 48、 図版22-1～ 5)
調査区北壁にかかる大型の土坑である。7号土坑ならびに 1号土器埋設遺構に切られている。調査区北壁にかか
る部分の壁がオーバーハングしている。長軸は4.5m以上あり、検出面からの深さは約80cmで、底面はほぼ平坦
である。粘土と砂質シル トが互層をなして堆積しており、埋± 6層 には多くの土器片が含まれていた。また、埋
± 4層 と9層からは、直径12cm前後の円礫が 1点ずつ出土している。
出土土器には、羊歯状文を有する深鉢 (図54-P31)や 、刻み目が施された皿形土器 (図56-P35)、 台付鉢の
脚部 (図 55-P42)、 綾繰文のある粗製深鉢 (図55-P43)、 被熱痕のある鉄石英製の剥片などがある。




【11号土坑】 (図 49、 図版22-7)
E-1・ 2区調査区北壁近くで検出された精円形に近い小型の上坑である。検出面での大きさは、長軸約 lm、 短
軸約0.8mを測る。東側の壁が大きくオーバーハングしている。検出面からの深さは約60cmである。
【12号土坑】 (図42・ 49、 図版22-8)
G-3区検出の土坑で、西壁にかかる。長軸 2m以上、検出面からの深さは lm弱ある。東側の壁の一部がオー
バーハングする。埋土の上部はシル トで、中部は砂質シル トにかわり、下郡は砂質シル トと粘土の互層である。
埋± 1層から羊歯状文を施文した浅鉢 (図 57-P46)が 出土している。




埋± 1層から、壺形土器の肩部破片 (図57-P47)と 頁岩製の剥片 1点が出土している。












ピット3・ 4・ 6は、調査区の東壁に近い場所で検出された。いずれも長軸 lm程度、深さ20cm前後で、細長い
不整形を呈する。埋土は、ピット3・ 4が砂質シル ト、ビット6は粘土質シル トである。
ピット5は、F-1区北壁にかかる位置で検出された細長い不整形のピットである。深さは20cm程度と浅い。埋
土は暗灰黄色シル トで、少量の炭化物を含んでいる。





溝跡 1条、ピット2基、不整形の浅い落ち込み 1基である。なお、2区の7a・ 7c層で検出された埋没林に関しても
ここで記述する。
【1号溝】 (図 5と、図版25-3)
上幅約1.3m、 下幅約0.5m、 深さ約50cmで、片側に不明瞭な段を有する。溝の方向はN-18° 一Eである。埋土
は 3層 に分かれ、最上層は黒褐色土である。最下層の砂質シル ト層から珪質疑灰岩製の石箆 (図 57-Sl)が 1点
出土している。
【ピット】 (図 51、 図版25-4～ 6)
ピット1・ 2はともに、黒色土 (3層 )に黄褐色粘土ブロックが混じる、浅い円形の落ちである。西壁近くでみ
つかつた浅い皿状の落ちは、にぶい黄褐色シル トを主体とし、炭化物の微細な粒子を小量含んでいる。ともに遺
物は出土していない。










図44 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 1区 6層上面遺構配置図






埋± 1層  25Y3/2黒褐色 シル ト 粘性やや強・ しまり強 径 5mm前後の礫・径 2～ 3mmの酸化鉄少量
埋± 2層  10YR4/4褐 色 ンル ト 粘性やや強 。しまり中 径 2～ 3 rnmの 酸化鉄少量 炭化物ごく少量
埋± 3層  25Y3/2黒褐色シル ト (粘性中 。しまりやや B安)と 25Y4/2暗 灰黄色粘土質シル ト (粘性やや強・ しま
り中)力i斑 に混 じる 斑状の酸化物多量 黄褐色上の小プロックと径 2～ 3mmの炭化物ごく少量
土器片
埋± 4層  19YR3/1灰 白色・ 75Y6/1灰 色 。10YR6/8明黄褐色が斑に混 じる 砂質ンル ト 粘性弱 。しま り中～
B蜜 小円礫 と径 2～ 10mmの 自色岩片
埋± 5層  10YR7/1灰 白色・ 6/4にぶい黄橙色力t斑 に混 じる 砂質ンル ト 粘性弱・ しまり中～強 10YR6/8明
黄褐色が斑にみ られる 10YR8/1灰 白色粘土プロック・微細な白色岩片・石英粒・炭化物小粒多い
埋± 6層  10YR4/1褐 灰色ンル トと5Y7/1灰自色砂質シル トが斑に混 じる 粘性中 。しまり中 下部ほど褐灰色
の黒みが強い 灰 自色粘土プロック多量





埋± 1層  10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質ンル ト 粘性中・ しまり中 径 5mm
稗489m埋±2層 籍稼緊乳難話ィ雄増しまりやtSa径 2～ 3mm
臣
埋± 3層  10YR3/1灰 白色 と10YR6/4に ぷい黄褐色が細か く斑に混 じる 砂
質シル ト 粘性極弱 。しまり中
埋± 4層 5Y6/1灰 色 と75YR5/1褐灰色が斑に混 じる 砂質ンル ト 粘性弱・
しまり強 10YR6/8明 黄褐色が全体 にプ ロック状ないし筋状にみ
られる 微細な白色岩片 (パ ミス ?)・ 炭化物小粒少量 土器片
4号土坑A埋土土層註記
埋± 1層   10YR4/2灰 黄褐色 砂質シル ト 粘性弱・ しまり
弱～中 径 5～ 10mmの 炭化物多曼
埋上 2層   10YR5/2・ 4/2灰黄褐色が斑に混じる 砂質シル ト
粘性弱・しまり中 パミス小粒と炭化物小粒少量
埋± 1層 よりも自っぽい 斑状の酸化鉄
埋± 3層   10YR5/3に ぶい黄褐色 砂質ンル ト 粘性弱・ し
まり中 バミス小粒少量 斑状の酸化鉄
埋± 4層   10YR3/6黄 橙色・5/3黄褐色 7/1灰 白色が斑に混
じる 砂質シル ト 粘性弱。しまり中～強 パミス
小粒・酸化鉄多量 炭化物わずか
埋± 5層   10YR5/2灰 黄褐色・5/3にぶい黄褐色が斑に混じる
砂質ンル ト 粘性弱。しまり中～強 黄褐色シル ト
の小ブロック多量 斑状の酸化鉄 炭化物ごくわ
ずか
埋± 6層   10YR6/2灰 黄褐色・6/6明黄褐色が斑に混じる 砂
質シル ト 粘性強 。しまり強 斑状の酸化鉄
4号土坑 B埋土土層註記
埋± 1層   10YR5/3に ぶい黄褐色 砂質ンル ト 粘性弱・ し
まり中 パミス小粒・炭化物小粒多量 酸化鉄わず
か
埋± 2a層  10YR5/4に ぶい黄褐色 シル ト (粘性弱 しまり
中)と 25Y7/2灰 黄色砂が斑に混じる 部分的に浅
黄色シル トのプロック パミス・小礫多量 炭化物
少量 土器片多い
埋± 2b層  25Y7/1灰 白色を主とし斑ににぶい黄褐色を呈す






















10YR5/4に ぶ い黄褐色 と7/1灰 白色が斑 に混 じる
砂質シル ト 粘性弱 。しま り中 10YR5/8黄 褐色
ンル トの小プロック多量 白色の礫・パ ミス ?多量
斑状の酸化鉄少量
埋± 4層   10YR5/4に ぶい黄褐色 を主とし灰 白色 と浅黄色が
斑に混 じる 砂質シル ト 粘性弱。しまり中 炭化
物小粒わずか
埋± 5層   10YR6/1～ 4/1褐灰色 砂質シル ト 粘性極弱 。し
まり中～強 白色パミス (岩片 ?)多量 下部に酸
化鉄の沈着 下部ほど砂が多い
4号土坑 B底面のビット
埋± 1層   75Y7/1灰 白色 粘土質ンル ト (粘性やや強 。しま
り強)の グ ライ 化 した 土 と、 これ が 酸 化 した
75YR6/8橙色シル ト (粘性強・ しまり強)の土が
斑 に混 じって いる 径 1～ 2mm程 度の 白色岩片
と径 2～ 20mm程 度の炭化物・礫多量





図45 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 1区検出土坑 (1)
























埋± 2b層  5Y7/1～ 5/1灰 自色～灰色と10YR6/41こ ぶい黄橙色が斑に混 じる 砂質ンル ト 粘性弱 。し






埋±3b層  5Y8/1灰 自色と10YR6/41こ ぷい黄橙色が斑に混じる 砂質ンルト 粘性弱。しまり強 斑状
ないし粒状の酸化鉄多量
::::棚    凝錢鍵を孝ξ:ヨζ3避
ない 部分的に砂粒を含む 自色岩片小粒多量
図46 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 1区検出土坑 ¢)





埋上 la層  10YR7/1灰 白色と5/4に ぶい黄褐色が斑に混 じる 砂質シル ト
粘性弱・しまり中～強 灰自色粘土粒を横筋状に少量 炭化物 (径
lm程 )少量 斑状ないし粒状の酸化鉄下方ほど多い 自色岩
片・種色パミス ?少量
埋± lb層  10YR6/2灰 黄褐色～6/3に ぶい黄種色 砂質シル ト 粘性弱・ し
まり中 石英粒・白色徽細粒・炭化物小粒多量 橙色パミス ?少
量 下部に斑状の酸化鉄 小礫 (円 ・角)少量
埋± 2層  10YR6/2灰 黄褐色～5/4に ぶい黄褐色 シル ト 粘性弱・ しまり
弱 下部に灰自色粘上の小プロック (径 1～ 3 crn)多 い 自色岩
片 (径 5～ 20mm)・ 橙色バミス ?(径 lcm)・ 炭化物・ 石英多
い
埋± 3層   5Y7/1灰 自色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり強 灰自色粘土プ
ロック・微細な白色岩片・石英粒多量 斑状の酸化鉄 炭化物少
量
埋± 4a層  25Y6/1黄灰色 砂質ンル ト 粘性弱 。しまり中 斑状に酸化鉄
炭化物小粒少量 自色岩片・橙色パミス ?。 小礫少量
埋± 4b層  75Y7/2灰 自色と10YR5/41こぶい黄褐色が斑に混 じる 砂質シル
ト 粘性弱。しまり中 斑状の酸化鉄  1・ 3号土坑の壁際の上に
よく似る
埋± 5層  10YR7/1・ 8/1灰 白色と6/4に ぶい黄橙色が斑に混じる シル ト
粘性弱・しまり強 斑状の灰白色粘土プロック多量 斑状ないしプ
ロック状に酸化鉄 微少な自色岩片少量 わずかに棒状の炭化物
埋± 6a層  10YR7/1灰 自色と6/41こ ぶい黄橙色が斑に混 じる 部分的に4/1
褐灰色で黒みがある 砂質シル ト 粘性弱・ しまり中 中位にレ
ンズ状の灰白色粘上のプロック 自色岩片小粒多量 炭化物少量
埋± 6 btt N8/0灰 自色と5BG7/1よ りもやや青い明青灰色が斑に混じる 粘
土 粘性強・しまり中 N7/1灰 自色と10YR6/31こ ぷい黄橙色の砂







埋± 6c層 埋± 6層に同 じ
埋± 7層   基質の組成・色調は埋± 6層に同じだが、灰 白色粘土プロックが
全体にまとまりな く含 まれ非常に固くしまっている点で異なるた
め分けている。下部底面近くに上器片 上面に板状ないし棒状の
炭化物 理± 6層 よりも酸化鉄斑鮮やかで粒状を呈するものが多
い
埋上 8層   10YR8/1灰 自色 と7/4に ぶい黄橙色が斑に混 じる 粘上 部分的
に横縞あるいは小プロック状の砂 白色岩片小粒少量
埋± 9層   基本的には埋± 7層に同じ
埋± 10層   10YR3/1～ 7/1灰 白色 粘土 粘性強・ しまり強 細砂がプ ロッ
クないし縞状に含まれる 下部に土器片多い プロック状ないし
斑状の酸化鉄  白色岩片少量 埋± 6層 にふ くまれるような褐色
土粒 ?少量
埋±■層  5BG7/1明 青灰色ならびにN8/1灰 自色と10Y5/2オ リープ灰色が
斑に混じる 粗砂のプロック しまり強 斑状の酸化鉄少量 微
細な自色岩片多量
埋±12層  10Y酪 /1～ 7/1灰 自色と7/4にぶい黄橙色が斑に混 じる 砂質シ
ル ト 粘性弱～中 。しまり中～強 斑状ないし粒状に酸化鉄 小
さな自色岩片・小礫少量
埋±13層   75GY7/1明緑灰色 粗砂 粘性なし。しまり中～強
埋±14層  10YR7/1灰 白色と6/4にぷい黄橙色が斑に混じる 砂質シ,レ ト
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図47 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 1区検出土坑 俗)






埋± 1層   10YR3/2黒 褐 色 粘 土質 ンル ト 粘 性 や や 強・ しま り中 径
05mm前後 の石英やや多 い 酸化鉄 ごく少量 下部 にグ ライ化
した75GY6/1緑灰色粘土質シル ト (粘性やや強 。しまり中)の帯
9号土坑埋土土層註記
埋土 と層  7 5YR7/1明 褐灰色 と10YR5/3に ぶい黄褐色が斑 に混 じる 砂質
シル ト 粘性弱・ しまり強 小さな自色岩片・橙色バミス ?・ 径
lcm程 の炭化物少量 全体に酸化鉄斑
埋± 2層   10GY6/1～ 5/1緑灰色 粘土 粘性非常に強・ しま り中 細砂粒
ごく僅か 斑状に多量の酸化鉄
埋± 3a層  10YR5/2灰 黄褐色を主とし8/1灰 白色が斑に混 じる 砂質シル ト
粘性中 。しまり中 下部に青灰色粘上の小プロック 炭化物・径
5mm程度の白色岩片 土器片 全体に酸化鉄斑
埋± 3b層  10YR7/1灰 自色6/4と にぶい黄橙色 10Y5/2オ リーブ灰色が斑 に
混 じる 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中～強 全体にごく小さな
灰 自色粘上のブロック混 じる 炭化物少量 自色岩片微細粒多い
橙色バミス ?小粒少量 酸化鉄斑
埋± 4層   10BG7/1明 青灰色・ 10YR6/41こぶ い黄橙色・ 10YR7/1灰 自色が斑
に混 じる 砂質シル ト 粘性弱・ しま り中 自色岩片微細粒多い
橙色バ ミス ?少 量 部分的 に10YR4/1褐 灰色 を呈す る 全体
に多量の青灰色粘土のプロック 6d層 よ りも粘土が多い
埋± 5a層  5BG6/1青 灰色 粘土 粘性強・ しまり弱 酸化鉄斑顕著
理± 5btt N7/1灰 自色 。10GY7/1明 緑灰色  10YR6/3に ぶ い黄橙色が斑に
混 じる 粘土 粘性強・ しまり中～強 褐灰色 と灰 自色の斑を呈
す砂質シル トをわずかに含む 白色岩片・橙色パミス ?少量
埋± 6a層 10YR7/1灰 自色 と4/1褐灰色が斑 に混 じる 砂質 シル ト 粘性
弱 しまり中 全体に青灰色粘上の小プロック 自色岩片の小粒
含む
理± 6b層  10G6/1緑灰色を主として斑に灰自色が混 じる 粘土 粘性中 。し
ま り中～強 部分的に筋状の褐灰色砂質 ンル ト 自色岩片微細
粒・砂粒を全体に含む 酸化鉄斑








図48 芦ノ回遺跡第 4次調査地点 1区検出土坑 僧)
Fig 48 Plan and sections oF pit at location l of TM4 141
埋± 6c層 基本的に 6d層 に等 しいが特 に南壁近 くでは 10YR7/1灰 自色 と




埋± 6d層  10YR7/1灰 白色・4/1褐灰色 6/3に ぶい黄橙色が斑に混じる 砂
質シル ト 粘性中・しまり中 10BG7/1明 青灰色と25GY6/1オ
リープ灰色の斑を星す粘土 (粘性強。しまり中)を含む 炭化物・
白色岩片少量 6a～ 6c層 に相当する
埋± 7att N7/1灰 自色と25GY7/1明 オリーブ灰色が斑に混じる 粘土 粘
性強 しまり強 全然にごく微細な自色岩片 上部に酸化鉄斑顕
著
埋± 7btt N7/0と 6/0の 中間灰色 粘土 粘性強 。しまり強 クラックに酸
化鉄斑 炭化物ごく僅か
埋± 8層  10GY6/1緑 灰色 粘土 粘性中 。しまり強 ごく少量の細砂 小
枝状の炭化物少量
埋± 9層  10BG6/1青 灰色を主体に25Y7/1灰 白色が斑に混じる 粘土 粘
性強 。しまり強 粒状に多量の酸化鉄斑 全体に酸化すると灰自
色となる 底辺が一部変質したものを掘りすぎた可能性あり
埋±10層  25Y7/1灰 自色と5Y5/3灰オリープ色が斑に混じる 砂質シル ト
粘性極弱・ しまり強 自色岩片・橙色パミス ?(径 5～10mm
程)多い 青灰色粘上の小ブロック少量 酸化鉄斑顕著
埋±11層  7 5GY6/1緑灰色 粘土 粘性強・しまり強 全体に少量の微細な
白色岩片粒子と細砂 酸化鉄斑顕著
埋±12層  10GY7/1明 緑灰色と75Y5/1灰 色が斑に混じる 粘土 粘性強・
しまり中 自色岩片小粒少量 わずかに径 5mm程の炭化物
埋±13層  10BG6/1～ 5/1青灰色 粘土 粘性強 。しまり中～強 部分的に
灰白色 全体に少量の自色岩片小粒と細砂
埋±14層  10BG7/1～ 6/1明青灰色～青灰色 (漸移的)粘 土 粘性強 しま
り中 斑状の酸化鉄顕著
埋±15層  N3/1灰自色と10GY6/1緑 灰色が斑に混じる 粘土 (埋±14層 に比
べ細かい)粘 性中 。しまり強 酸化鉄斑
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:郊 : 8号土坑埋土土層註記
埋± 1層  10YR5/4～ 4/41こぶい黄褐色～褐色を主とし10YR8/2灰 白色が斑に混じる 砂質ンル ト 粘性中 。し
まり弱～中 酸化鉄斑少量 ごく僅かな炭化物・パミス小粒
埋± 2層  10YR7/1灰 自色と7/6明黄褐色が斑に混じり合い部分的に5/4～ 4/4に ぷい黄褐色～褐色のところがあ
る 砂質ンル ト (埋± 1層より砂が多い)粘 性弱～中・しまり弱 径 lmm程の透明な石英粒も目立
つ 埋± 3層 と 1層 との漸移的な層
埋上 3層  10YR7/6～ 6/8明 黄褐色を主とし7/1灰自色が斑に混じる 砂質シル ト 粘性弱・ しまり中 砂の粒は
埋± 1・ 2層 に比べ大きく量も多い ごく少量の自色パミス小粒
















芦ノロ遺跡第 4次調査地点 1区検出土坑 15)









埋± 1層  10YR6/1褐 灰色・5/31こぶい黄褐色 ,N8/1～ 7/1灰 自色が斑に混
じる 砂質シル ト 粘性中・ しまり中～強 下部に灰白色粘上の




埋± 1層  10YR5/3～ 4/41こぷい黄褐色～褐色 (漸移的)砂 質シル ト 粘性弱・ しまり弱 斑
状に酸化鉄沈着 部分的に径 5mm程 の炭化物の集中 埋 2層 との境か ら土器片出
上 自色 。橙色のパミス・ 径 2mm以下の岩片少量
埋± 2層 10YR7/41こ ぷい黄橙色と5/4にぶい黄褐色が斑に混 じる 砂質シル ト 粘性弱 。しま
り弱 斑状に酸化鉄沈着 上部に埋 1層 よ りやや小粒の炭化物 白色ないし橙色の
パミス・岩片・小礫少量 全体 として理± 1層 に似ているが色が明るくやや砂つぽ い
理± 3層 10YR7/21こ ぶい黄橙色と5/3に ぶい黄褐色が斑に混 じる シル ト質砂 粘性極弱 。し
まり中 部分的にやや横縞状に連なる灰 自色～明黄褐色粘上の小プロック 中央部
に炭化物の集中 橙色ないし白色のパミス・岩片少量 斑状に酸化鉄沈着
埋± 4層  10YR7/1灰 自色・6/1褐灰色の中間 砂 粘性極弱 。しまり中 わずかにシ,レ ト 青
灰色粘上の小プロック少量 径 lcm程 の炭化物多い
埋± 5層  N7/1灰 自色 と10YR6/31こぶい黄橙色が斑に混 じる 砂質シル ト 粘性弱 。しま り中
10YR4/1褐 灰色砂質シル ト (粘性弱 。しまり中)狩 i横縞状に混 じる 最下部には帯
状の砂 自色岩片小粒・炭化物微小粒 を疎 らに含む 斑状に酸化鉄沈着
埋± 6層  25Y8/1灰 白色と10YR6/4に ぶい黄橙色が斑に混 じる 砂質シル ト 粘性弱 。しまり
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図50 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 1区検出土器埋設遺構
Fig 50 Plans and sectiOn oF the pit where a pottery have been laid at location l of T� 14
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図51 芦ノロ遺跡第 4次調査地点 2区 6層上面遺構配置図






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【1号竪穴住居跡】(図 53、 図版29-2～ 4)
調査区の東壁に斜めに切られる形で、方形の竪六住居跡の一部が検出された。竪穴住居の南西辺の壁の一部は、
現代の攪乱により破壊されていた。埋土は 7枚に分けられた。上部 (埋± 1～ 3層)は褐色ないし暗褐色シル ト
が堆積しており、埋上の中位には下部に多量の炭化物を含んだ黒褐色シル ト層 (埋± 4層)がある。埋土下部






【ピット】 (図 53、 図版29-6・ 7)
1号竪穴住居跡の北西で検出されたピット1は、長軸約30cm、 短軸約25cm、 深さ約10cmの小さな浅い落ちで
ある。埋土は上下 2枚に分かれる。埋± 1層 から縄文土器と思われる細片が出土している。
(2)出土遺物






た (表 17)。 観察した属性は、器種、残存部位、口縁部の端面 (断面)形態、口縁部の平面形態、内外面の器面調
整、文様、縄文の種類、炭化物付着の有無、器厚、胎土の10項 目である。
器種には、深鉢形土器、鉢形土器、台付鉢形土器、浅鉢形土器、皿形土器、壺形土器などがみられた。深鉢は





復元できた口径は約23～ 27cmで、底部は約7cm～ 10cm程度である。底部は平底である。縄文にはLR縄文 (P17、
34、 44)、 RL縄文 (P30、 45)、 羽状縄文 (P2、 23)がみられる。また、綾繰文を伴うLR縄文 (Pl、 21、 43)が
存在する点も注目される。内面はナデか軽い磨きによって調整される。口縁部端面は平坦に仕上げられるか、や
や丸みをおびるものが多い。粗製深鉢では、他の部位に比べ、口縁郡外面に炭化物の付着がみられるものが比較
的多い (P17、 30、 43、 44、 45)。 これらは煮沸具として煮炊きに用いられた際の吹きこぼれの痕と推定する。








鉢は緩やかに内彎する口縁部をもち、椀形を呈する器形である (P12、 18、 27、 86、 39、 41、 50)。 日唇部は2































これらの土器の器種組成をみると、粗製深鉢44%、 精製深鉢16%、 鉢25%、 浅鉢 3%、 台付鉢 3%、 皿 3%、
壺 6%である。なお、この器種組成では、表17.土器観察表で「深鉢 ?」 「鉢 ?」 として示したものは器種不明と
して、組成比には含めていない。中沢目貝塚第Ⅱ群土器の器種粗製は、粗製土器47.1%、 精製土器9,3%、 鉢20,0%、








ある (上條朝宏1983)。 このような1海綿骨針 は仙台地方、特に名取川流域から出土する土器に特徴的に含まれる





石器は、1区 2点、2区 10点、合計12点出土した。石箆、スクレイパー、 リタッチドフレーク、石核、剥片に分
類した。











良質な珪質頁岩の石核が 1区 3層から 1点出上した。多様な方向から剥片を剥離したことが観察できる。残核
から観察できる作業面は 2面で、図上には平坦な打面が作出されている。
【剥片】
剥片は、1区 9号土坑埋土から 1点、13号土坑埋± 1層 から 1点、2区 3層から5点、計 7点出土した。石材は、
頁岩 3点、珪質凝灰岩 3点、鉄石英 1点がみられた。大きさ、形状は多様で、折れたものもみられる。鉄石英の
剥片には焼け面が観察できた。
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芦 ノ回遺跡第 4次調査地点出土遺物 (1)
















判H6  ♀      ギ蜘
図55 芦ノロ遺跡第 4次調査地点出土遺物 12)

































図56 芦ノロ遺跡第 4次調査地点出土遺物 13)
Fig 56 Pottery fron TM4俗 )
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図57 芦ノロ遺跡第 4次調査地点出土遺物 僻)
Fig 57 Pottery and stoneimplements from T卜 14141





Tab 17 Attribute list Of pOttery from T卜 114
表18 芦ノロ遺跡第 4次調査出土石器観察表
Tab 18  Attribute list of stone implements from Th7114
番 号 地 区 遺構・層位 器種 部  位 端面形 日縁形態 器 蘭 調 整 文様 縄文の種類 炭化物 器厚cm 胎 土 備 考 図 図版
Pl Ittζ 1号 埋設上器 深鉢 口縁～体部 内面肥厚 平坦 内P・ 外不 縄文・綾繰文 海綿状骨針
1区 ユ号埋設土器 深鉢 日縁～氏部 平坦 平坦 内P・ 外不 羽状縄文 LR RL 内面 海綿状骨針
1じこ 1号土坑埋± 3 一霊 体部上半 不 明 不明 内不・外不 平行沈線・縄文 LR 海綿状骨針
1区 1号土坑埋土 深鉢 ? 底 部 不 明 不 明 内不・外N 不 明 不 明 海綿状骨針
1区 1号土坑埋上 不 明 虞部 不明 不 明 内N,外N 不 明 不 明
1優こ 1号 土坑埋土 不 明 体部下半～底部 不明 不 明 内N・ 外N 不 明 不明 海綿状骨針
1区 1号土坑底面 深鉢 口縁～体部下半 丸み 平坦 内P・ 外P 平行沈線・縄文 LR 内面 海綿状骨針 54
P8 1区 [号土坑埋土 不 明 体部下半 不明 不 明 内N・ 外N 不 明 不明 海綿状骨針
P9 1じ( 2号土坑埋±2 鉢 底部 不明 不 明 内P・ 外不 縄 文 海綿状骨針
1区 2号土坑埋±2 深 鉢 体部上半 不明 不 明 内N・ 外P 沈線文 海綿状骨針
1区 2号土坑埋上 2、 3 深 鉢 口縁部 不明 丸 み 内P?・ 外P 羊歯状文 不明 海綿状骨針
1区 3号土坑埋土 鎌 口縁部、底部 丸み 刻 み 内P,外 P 羊歯状文 海綿状骨針
1区 3号土坑埋上 鉢 ? 体部下半 不 明 不 明 内 P 外不 不明 不明 海綿状骨針
1区 4号土坑埋± 1 鉢 体部 不 明 不 明 内P・ 外P 刻み目文・縄文 LR 海綿状骨針
[区 4A土坑埋土 深 鉢 底部 不 明 不 明 内N ttN 不 明 不 明 海綿状骨針
P16 l区 4B土坑埋± 2 深 鉢 口縁～体部 丸 み 平坦 内p.外 P 羊歯状文 RL 海綿状骨針
1区 4B土坑埋± 2 深鉢 口縁～体部下半 丸 み 平坦 内P・ 外不 縄 文 海綿状骨針
と区 4B土坑埋± 5 鉢 口繰～体部 丸 み 刻み 内P・ 外P 羊歯状文・縄文 海綿状骨針
l区 4B土坑埋± 5 不明 底部 不 明 不 明 内P,外 N 不 明 不 明 海綿状骨針
1区 4号 土坑埋土 不明 体部下半 不 明 不明 内P,外 不 不 明 不 明 海綿状骨針
1区 5号土坑埋± 1 深鉢 体 部 不 明 不明 内P'外不 縄文 綾繰文 LR 海綿状骨針
P22 1区
5号土 IIA埋 ± 6、
6号 土坑埋±3
深鉢 体部上半 不 明 不明 内P・ 外P 羊歯状文・縄文 LR 海綿状骨針
1区 6号 土坑埋± 3 深鉢 体 部 不 明 不明 内P,外不 羽状縄文 LR・ RL 外 面 海綿状骨針
1区 5・ 6号土坑埋±6 不 明 口縁部 不 明 不明 内N・ 外N 不 明 笠小 海綿状骨針
1区 5,6号土坑埋± 14 深鉢 ? 底部 不 明 不 明 内N・ 外N 不 明 不明 海綿状骨針
1区 5・ 6号 土坑床面 深鉢 ? 康部 不 明 不 明 内P・ 外不 不 明 不明
P27 1区 7号土坑埋土 鉢 回縁部 平坦 刻み 内P,外 P? 羊歯状文 不 明 海綿状骨針
P28 1じこ 7号土坑埋土 不 明 底部 不明 不 明 内P・ 外不 縄 文 LR
1区 7号土坑埋±3 不 明 底部 不明 不 明 内N・ 外不 不 明 不明 海綿状骨 a‐I
1区 8号 土坑埋± 1 深鉢 口縁～体部 丸み 平坦 内P,外不 縄 文 RL 外面 海綿状骨針
1区 9号 上坑埋土 深鉢 回縁～体部 不 明 刻み 内P?,外P 羊歯状文 刻み目文・縄文 LR 海綿状骨針
1区 9号土坑埋± 1 鉢 体部上半 不 明 不 明 内N・ 外不 沈線文・縄文 海綿状骨針
1区 9号土坑埋± 2 深 鉢 体部下半～底部 不明 不 明 内N・ 外N 無文 鉦
＾
内面 海綿状骨針
1区 9号 土坑埋±3 深 鉢 口縁～体部上半 内面肥厚 平坦 内N・ 外不 縄 文 しR 海綿状骨針
P35 [区 9号 土坑埋±6 皿 口縁～体部 不 明 不 明 内P ttP 刻み目文 海綿状骨 al
P36 1区 9号 土坑埋± 6 鉢 ? 体部下半～底部 不 明 不 明 内 N・ 外不 縄文 しR 海綿状骨針
l区 θ号■坑理±6② 、6③ 鉢 ? 体 部 不 明 不 明 内P,外不 羽状縄文 LR 海綿状骨針
[区 9号土坑埋±6 深 鉢 体部上半 不 明 不 明 内P・ 外P 羊歯状文 ? 不 明
P39 l区 9号 土坑埋±6 鉢 ? 口縁部 丸 み 小突起 内不・外P? 沈線文 不 明 45 海綿状骨針
lDζ 9号土坑埋土 深 鉢 ? 体部下半 不 明 不 明 内P・ 外不 縄文 海綿状骨針
l区 9号 土坑埋土 鉢 体部下半～底部 不 明 不 明 内P 外不 縄文・平行沈線 LR 海綿状骨針
P42 1区 9号 上坑埋土 台付鉢 底部 不 明 不明 内P・ 外N 沈線文 不 明
P43 l区 9号 土坑埋土 深鉢 口縁～体部下半 平坦 平坦 内N・ 外不 縄文・綾繰文 LR 海綿状骨針
1区 9号 土坑埋±2 深鉢 体部上半 不 明 不明 内P・ 外不 縄 女 LR 外 面 67
1区 10号 土坑埋■1、 2、 3 深鉢 口縁～体部 平坦 平坦 内P・ 外不 縄 支 外 面 海綿状骨針
1区 12号 土坑埋± 1 浅鉢 口縁～体部 丸 み 平埋 内P・ 外P 羊歯状文 不 明 海綿状骨針 赤色顔料
l塵重 13号土坑埋± 1 一霊 体部上半 不 明 不 明 内P 外不 縄文・綾繰文 LR 海綿状骨針
1匝こ 包含層3層 不 明 底部 不 明 不 明 内N・ 外N 不 明 不明 海 4fI状 骨針
1膨《 包含層3層 不 明 底部 不 明 不 明 内N・ 外N 不 明 不明 海綿状骨針
P50 1区 4B土 坑底面ビット内 鉢 休部下半～魔部 不 明 不 明 内P,外P 縄文・平行沈線 LR 海綿状骨針
器面調整のPは ミガキ、Nはナデ、不は調整の種類が不明、をそれぞれ示す。
番 号 出 上 場 所 種 類 長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ (mm) 重量 (g) 石 材 図 図版
2区 1号溝最下層 石 箆 4625 2970 1035 1600 珪質凝灰岩
2区 3層 スクレイパー 7260 3300 1090 2330 珪質頁岩










① 芦ノロ遺跡 1区北西隅深掘区 6d層粘土サンプル
石英、モンモリロナイ ト、カオリン、スメクタイ トーカオリナイ トのピークが検出された。
② 芦ノロ遺跡 1区北西隅深掘区 6f層粘土サンプル
石英、モンモリロナイ ト、カオリンのピークが検出された。












400    600
1区北西隅深掘区 6d層粘土サンプル
TO O    do o
X線回折ピークチャート
700    800
X線回折ピークチヤート
2θ
Si02                 :Quartz
Na3(AlMg)2 Si4 010(OH)2,8  :Montmorillonite
A12 Si2 05(OH)4         :Kaolinite-lMd
Na3(AIMg)2 Si4 01010Htt XH :Montmo� llonite
Al― Si―O―OH―H20        :Smetite― Kaolinite
Si02               :QuartZ
Na.3(AIMg)2 Si4 010(OH)28 :MontmornlOnite
Na.3(AlMg)2 Si4 010(OH)2.XH I Montmorilbnite
A12 Si2 05(OH)4        :Kaolinite lMd
Si02                  :Quartz
Na3(AlMg)2 Si4 010(OH)2.8 :Montmorillonie
Na.3(AIMg)2 Si4 010(OH)2,XH:Montmorillonite
A12 Si2 05(OH)4        :Kaolinite‐ lMd
NaAISi3 08        :Albite
② 芦ノロ追跡
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③ 芦ノロ追跡 2区  SC層粘上サンプル X線回折ピークチャート
図58 粘土層の X線回析成分分析






















































師器・須恵系土器の一括廃棄土坑や焼土遺構 (TMl:年報 3)、 11世紀の不整形竪穴遺構 (TK:年報 3)な ど、
古代の土器生産に関連する可能性のある遺構・遺物が発見されている。また、3次調査のN-12区で検出された不
整形土坑 (TM 31年報 9)も、古墳時代中期の粘土採掘坑の可能性がある。
さらに周辺には、5世紀後半に仙台平野の古墳へ埴輪を供給した富沢窯跡 (古窯跡研究会1974)や、それとほぼ

























中期後半から後期前葉には、多摩ニュータウンNo.248遺跡 (中期後半 :勝坂 3式～堀ノ内式期)をはじめ、青
森市三内丸山遺跡 (中期後葉 :最花式期)、 千葉県一本松遺跡 (後期前棄 :堀 ノ内式期)のように、それ以前には
表19 縄文時代の粘土採掘坑一覧
Tab 19 List of clay pits belonging to Jomon period






















































































































台地上平坦面 l次の1・ 3～ 12号、2
次A区 の1～ 8号、B
区の 1～ 6号、3次 E































































































































































土坑 1基 不 明 不  明 後晩期 ? 不明 東村山市遺跡




















東大橋原遺跡 E区 8。 9号土坑 (中期) 東大橋原遺跡 E区 10・ ■・19号土坑 (中期)
羽白C遺跡 1次調査S K346(晩期中葉)
~~~~   _ヽ_ir                ‐





































さは、遺跡毎の地質構造の違いを反映して多様である。フラスコ形 (袋状)と、不整形の 2タ イプに大別するこ
ともできるが、不整形のものはフラスコ形ないし円形の土坑が多数重なり合った結果と理解したほうが良いと思
われる。報告例の多くは底面の凹凸が顕著である。不整形のものについても、フラスコ形のもの同様、人一人が
















































































































究室による調査区 (早期・前期 。中期・後期)、 第 1次調査のA区 (前期)、 A′ 区 (小片のみ)、 B区 (前期・中

















































































































































































ヾ 鞘 刃 ＝ 颯
2号上坑
図62 芦ノロ遺跡第 3次調査N-12区検出遺構












色 粘土質シルト It・L弱 しまり酸
ワ
期 鰯 縮 と
































層)。 この 7b層 に相当するものは、以前の調査では確認されていない。第 2次調査のN2・ 3区では、泥炭層は
8a層・8b層・8c層の 3枚に細分された。8a層は植物遺体の分解がやや進み、含有量も8b層 よりは少なく、
粘土が網状に入るという特徴があり、今次調査の 7a層 に相当すると考えられる。8b層は植物遺体を多量に含む
層で、保存状態も良いことから、今次調査の 7c層 に対応する可能性が高い。8c層 も植物遺体を多量に含むが 8
b層 よりは少ないものである。この第 2次調査の 8c層 と今次調査の 7d層は、いずれも分布が限られており、
対応関係は不明とせざるを得ない。また泥炭層上面に堆積している粘土層 (6c層)中には、火山灰のブロック
が確認できる。同様の火山灰ブロックは、第 3次調査のNH区においても確認されている。



























































































速器質量分析室 (中村俊夫教授)において、芦ノロ遺跡第 4次調査 2区検出の埋没林から採取した木材化石のC
14年代測定を行っていただいた。埋蔵文化財調査研究センターの職員が現地にて採取した試料の中から、鈴木教
授が選んだ 4点の年代値は45290y.B,P.～ 53090y.B,P。 となり、いずれも較正可能範囲外であった。この測定結果
から、埋没林は最終氷期の前半がそれ以前に形成された可能性の高いことが判明した。
表20 芦ノロ遺跡第 4次調査 2区埋没林出土木材化石の“C年代測定結果













度測定から得られた較正データを用いる。ここではINTCAL 98 Program Rev














C-1 7a層 トウヒ属材 -265 <52,830 較正可能範囲外 -541
C-2 7a層 カラマツ属材 -264 <52,240 較正可能範囲外 -537
C-3 7a層 トウヒ属材 -274 く(45,290 較正可能範囲外 -539
C-4 7c層 カラマツ属材 -27.2 く(53,090 較正可能範囲外 -540
(9 仙台市太白区三神峯、芦ノロ遺跡に産出する火山灰中の鉱物および粘土層の粘土鉱物について
蟹澤聰史 (山形大学理学部地球環境学科)・ 石川賢―・伊藤嘉紀 (東北大学大学院理学研究科 )
まえがき
東北大学核理研実験室工事に伴い、仙台市太白区三神峯ならびに斉ノロ遺跡に関わる埋蔵文化財調査が行われ
た。1996年 に実施された 2区 に属する調査地域において、いくつかの粘土層ならびに火山灰層から試料採取を同













火山灰を水洗 した後、テ トラブロムエタン (比重 =2.96)で分離した重鉱物の量は非常に少ないのが特徴で、
鉄鉱物のほか、斜方輝石、単斜輝石、ガーネット、ジルコンなどを含む。
特徴的なカリ長石について、東北大学大学院理学研究科の」XA-8800波長分散型EPMAで 分析 した結果、 この
カリ長石は反射電子像で観察すると、結晶片によっては、不規則なアルバイ ト成分 (Ab)イこ富んだ部分 とオーソ




Si02=75.5%～ 77.3%、 Na20=4.3%～ 4.4%、 K20=3.0%～ 3.5%で、H20± の量は 2%程度かそれ以下と考えられる。な
お、同時にやや褐色の不定形の破片についても同様に分析した。その結果は、バブル状火山ガラスとは異なり、
かなりH20± を含むこと、Na20=2.8～ 3.1%、 K20=4,0～ 4.2%を 示す。表21に 代表的な長石の分析値を、表22にバ
ブル状火山ガラス 9個、ならびに褐色ガラス 5個の平均値と標準偏差を示した。長石類の成分をAn Ab Or三角
図にプロットしたものが図64である◇日本列島とその周辺地域では、このようなサニディンを含んだ広域テフラ
は中国―北朝鮮国境の自頭山、あるいは鬱陵島を給源とするテフラ、例えば10世紀初頭に噴火した時の自頭山苫







2区 において、6層最下部 (6C層)の青白色粘土 (試料-1)、 7層 の泥炭層下部にみられる青色粘土層 (試料





15～ 14A、 loA、 7.2～ 7.3A、 4,99A、 4Aのピークが顕著にみられる。ピークの形状も1区 と2区 とではほと
んど変わらない。石英の3.34Aの ピークがみられる。エチレングリコール処理により15～14Aのピークは16.8A



















EPMAで検討した結果、カミング トン閃石のMg_valueが 0.66-0.68で あること、その他の組成も安達―愛島軽石層
中のカミング トン閃石 (Kanisawa and Yoshida,1989)と 同じであり、この軽石層に由来した重鉱物が再堆積し
たものと考えられる。表23にカミング トン閃石とホルンブレンドの分析値を示した。
(引 用・参考文献 )
Kanisa郁ァa,S.and YOshida,T,  1989 Genesis of the extremely 10w_K tOnahtes frim the island arc volcanisn■ :Lithic
fragments in the Adachi― ふ/1edeshima pu■ lice deposits,Northeast」apan.Bull.ヽ rolcanol.,51,pp.346-354
町田 洋・新井房夫 1992『火山灰ア トラスー日本列島とその周辺』 東京大学出版会 pp 276
134
カ 長 石
K_Fl代 _4 K―Fls-5 K― I Pl _R
SiO, 64.67 6497 6i







Z998 3 2785 2894




K 0709 0724 0_029




表21,芦 ノロ遺跡第 4次調査6c層 白色火山灰中の代表的なカ リ長石 と斜長石の化学組成
Tab 21  Representative chemical compOsitions of K― feldspar and plagiOclase foni the、 vhite tephra of 6c layer at TM4
表23.芦 ノロ遺跡7b層砂層中のカミング トン閃石、ホル ンブ レン ドの化学組成
Tab.23 Average chemical compositions of cummingto� te and hornblende froni sand of the 7b layer at Tふ 江4
カミンク トン関石
Average(n=5) Stdev AveraFrO(n‐ 3) Stdev

























Tab 22 Average glass compositions froni the～ vhite tephra of 6clayer at TM4
臼角 ガ ラ ス 褐 色 ガ ラス
AveraFre rn‐ Stdev A 馬Ⅲl   RiAβ v













図64 長石類のAn‐ Abぃ Or図
Fig64 An― Ab― Or diagram fOr the feldspars from the white tephra of 6c layer
A:サニディン (Sa)中 に離溶した斜長石 (Pl) B:サエディン (Sa)
C:斜長石 (Pl)と石英 (Qz)か らなるスフェ,レ ライ ト D:白色のバブル状火山ガラスに卜gう と褐色火山ガラスlB4gD
図65 火山灰中の鉱物片、スフェルライ ト、ガラスの反射電子像
Fig 65 Back scattered images of Fninerals,sphelurite and glass frona the 6c layer
(4)芦 ノロ遺跡の植物遺体群集
鈴木三男 (理学研究科付属植物園)・ 吉川純子 (古代の森研究舎)
芦ノロ遺跡の第 7層は黒～黒褐色シル トで、根株及び倒伏した樹幹、枝を多数含む埋没林である。7層は粘性、し




7a層から55点、7c層から15点、合計70点 について樹種の同定を行った (表 24)。 その結果、同定された樹種はカ
ラマツ属とトウヒ属の2分類群で、7a層 の29点、7c層 の12点がカラマツ属、7a層 の26点、7c層 の3点が トウヒ属で
あつた (表 25)。



























出来ないものをトウヒ属Uと した。これらA,C,Uの区分は富沢遺跡 (吉川1995、 1999)と 同じで、 トウヒ属Aは
鈴木敬治 (1992)の トミザワトウヒに、 トウヒ属Cはコウシントウヒとされたものの一部に該当する。




【ハシバミ近イ以種  Corylus cf.heterOphylla Fischer ex Besser var.thunberg�  Bl. カバノエ羊不半】
つぶれた果実を出土した。果実は宝珠型で側面には筋状の溝が走り、基部は丸くややざらつく。つぶれている
ためハシバミ属の他の種 (ツ ノハンバミ)と の区別が難しい。ハンバミは現在は北海道から九州の山岳地域で、
亜寒帯生の低木林などに生育する。
以上、出土した大型植物遺体の大部分は トウヒ属の球果で、この属 3タ イプのうち、 トウヒ属Uは 7a層 7c層 と
もに出土球果の大半を占めた。7層の上下を比較してみると7c層 はトウヒ属Aを 3個、 トウヒ属Cを 16個、 トウヒ
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書第 2分冊』 仙台市文化財調査報告書第160集 pp.231～ 243
鈴木敬治 1992「大型植物化石」『富沢遺跡第30次調査報告書第2分冊』 仙台市文化財調査報告書第160集 pp.244～
273
鈴木三男 1999「 出土木材の樹種」『富沢遺跡第104次発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第235集 pp.99～ 111
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告書』 仙台市文化財調査報告書第203集 pp.43～ 49
鈴木三男・鈴木敬治・守田益宗 1992「旧石器時代の古環境復元―最終氷期頃の富沢」『富沢遺跡第30次調査報告書第 2
分冊』 仙台市文化財調査報告書第160集 pp.438～ 437
吉川純子 1995「仙台市富沢遺跡第88次調査で産出した大型植物化石」『富沢・泉崎浦・山口遺跡(8)富沢遺跡第88次・89
次発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第203集 pp.68～ 71
吉川純子 1999「 30層 出土の大型植物化石」『富沢遺跡第104次発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第235集
pp.112～ 116
表24 芦ノロ遺跡第 4次調査 2区氷期埋没林の樹種
Tab 24 List of fossil woods frOm peat of the lce Age atlocation 2 Th/14
標本番号 樹  種 調査区 層準 試料番号 標本番号 樹  種 調査区 層準 試料番号
MYG-4155 トウヒ属 2区 7a層 C14-1 MYG-3694 カラマツ属 2優【 7a層 木材-42
MYG-4156 カラマツ属 2区 7a層 C14-2 MYG-3682 トウヒ属 2区 7a層 木材-43
MYG-4154 トウヒ属 2区 7a層 C14-3 MYG-3686 トウヒ属 2区 7a層 木材-44
MYG-4157 カラマツ属 2区 7c層 C14-4 MYG-3690 トウヒ属 2区 7a層 木材-45
MYG-4 1 カラマツ属 2張【 7a層 木材-3 MYG-3689 トウヒ属 2区 7a層 木材-46
MYG-4 4 カラマツ属 2区 7a層 木材 -4 MYG-3691 カラマツ属 2区 7a層 木材-48
MYG-4 3 トウヒ属 2区 7a層 木材-5 MYG-4094 トウヒ属 2区 7a層 木材-50
MYG-4 0 カラマツ属 2区 7a層 木材-6 MYG-4121 カラマツ属 2区 7a層 木材-51
MYG-4 8 カラマツ属 2区 7a層 木材-7 MYG-4095 カラマツ属 2区 7a層 木材-52
MYG-4 5 トウヒ属 2区 7a層 木材 -8 MYG-4105 カラマツ属 2区 7a層 木材-53
MYG-4 9 カラマツ属 2区 7a層 木材-12 MYG-4096 カラマツ属 2区 7a層 木材-54
MYG-4 7 トウヒ属 2区 7a層 木材-13 MYG-4103 トウヒ属 2区 7a層 木材-55
MYG-4107 トウヒ属 2区 7a層 木材-14 MYG-4102 カラマツ属 2区 7a層 木材-56
MYG-4112 トウヒ属 2区 7a層 木材-15 MYG-4104 カラマツ属 2区 7a層 木材-57
MYG-4108 カラマツ属 2区 7a層 木材-16 MYG-4101 トウヒ属 2区 7a層 木材-58
MYG-4106 トウヒ属 2区 7a層 木材-17 MYG-4099 カラマツ属 2区 7a層 木材-59
MYG-4109 カラマツ属 2区 7a層 木材-18 MYG-4098 カラマツ属 2区 7a層 木材-60
MYG-4116 カラマツ属 2区 7a層 木材-22 MYG-4097 カラマツ属 2区 7a層 木材-61
MYG-4120 カラマツ属 2区 7a層 木材-23 MYG-3698 トウヒ属 2区 7a層 木材-62
MYG-3683 カラマツ属 2区 7a層 木材-25 MYG-4100 カラマツ属 2透こ 7a層 木材-63
MYG-3695 カラマツ属 2区 7a層 木材 -26 MYG-3699 トウヒ属 2区 7a層 木材-64
MYG-3680 トウヒ属 2区 7a層 木材-27 MYG-4148 トウヒ属 2区 7c層 木材-85
MYG-3679 カラマツ属 2区 7a層 木材-28 MYG-4146 トウヒ属 2区 7c層 木材-86
MYG-3684 カラマツ属 2区 7a層 木材-29 MYG-4144 カラマツ属 2区 7c層 木材-87
MYG-3677 カラマツ属 2区 7a層 木材-30 MYG-4145 カラマツ属 2区 7c層 木材-89
MYG-3676 トウヒ属 2区 7a層 木材 -31 MYG-4142 カラマツ属 2区 7c層 木材-91
MYG-3681 トウヒ属 2区 7a層 木材-32 MYG-4153 カラマツ属 2区 7c層 木材-91
MYG-3678 トウヒ属 2区 7a層 木材-34 MYG-4143 カラマツ属 2区 7c層 木材-94
MYG-3693 トウヒ属 2区 7a層 木材-35 MYG-4149 カラマツ属 2区 7c層 木材-96
MYG-3692 カラマツ属 2区 7a層 木材-36 MYG-4152 トウヒ属 2区 7c層 木材-98
MYG-3688 トウヒ属 2区 7a層 木材-37 MYG-4147 カラマツ属 2区 7c層 木材-99
MYG-3697 トウヒ属 2区 7a層 木材 -38 MYG-4150 カラマツ属 2区 7c層 木材-101
MYG-3687 カラマツ属 2区 7a層 木材-39 MYG-4141 カラマツ属 2区 7c層 木材-103
MYG-3696 トウヒ属 2区 7a層 木材-40 MYG-4151 カラマツ属 2区 7c層 木材-107
MYG-3685 トウヒ属 2区 7a層 木材-41 MYG-4140 カラマツ属 2区 7c層 木材―C-4
表25 芦ノロ遺跡第 4次調査 2区氷期埋没林の樹種組成
Tab,25  Fossil wood composition from peat of the lce Age at location2 oF TM4




表26 芦ノロ遺跡第 4次調査 2区より産出した大型植物遺体
26 Fossil plant composition fronl peat of the lce Age at location2 of TM4
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芦ノ回遺跡第 4次調査 2区よ り産出した木材遠体
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図67 芦ノ回遺跡第 4次調査 2区より産出した大型植物遺体
Fig 67 Photographs of Fossil plants from iocation 2 of TM4
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(5)芦 ノロ遺跡第 4次調査 2区における堆積物の花粉分析
竹内貞子 (斎藤報恩会自然史博物館)
三神峯一丁目、芦ノロ遺跡 2区南西隅壁面の堆積物の花粉分析をおこなった。基本層序の 8層 (泥炭質粘土層、
粘土層)およびその上位の 7層 (泥炭層)よ り、それぞれ 4試料および 8試料の計12試料を採取し分析に供した。
試料の採取層準は図68に、分析の結果は表27および図68に示してある。
下位 8層 の粘土層では 2じっα,2%%sを 主とするマツ科が多く、上位の 7層 の泥炭層では P■caが若干減少し、
Tw解 ,Lα歳 力ゞ増加する。泥炭層の最上部でBetulaの増加とともにДを防s,9%"切 S,働ゅ物熔,研%体う ″ουαといっ
た広葉樹もわずかながら増加する。
寒冷な気候のもとで、このあたりには阿θια (ト ウヒ属)、 Pi%%s(マツ属)、 TM解 (ツガ属)を主とする亜寒帯
性針葉樹林がひろがっていたと推測される。泥炭層最上部での冷温帯性の落葉広葉樹の若干の増加は、泥炭層堆
積時の終り頃に僅かではあるが気候が緩んだことの現れと見てよいであろう。
この地点における分析結果は、ここからほぼ南西にそれぞれ約130m、 約110mの地点にある北 2区および北 3
区の花粉分析の結果 (竹内1998)と近似している。これらの泥炭層は同時期に堆積したものと考えられる。
〈引用・参考文献)
竹内貞子 1998「花粉分析」『東北大学埋蔵文化財調査年報』9 pp.81～ 83
表27 芦 ノロ遺跡第 4次調査 2区 における堆積物の花粉百分率
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木本花粉の割合は木木花粉総数を基数とした百分率で、革本類の花粉および胞子はすべての花粉および胞子総数を基数とした百分率で表わしてある。
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粘土採掘坑は、深さ50cmか ら70cm、 長軸 lmか ら3m前後の不整精円形の土坑で、底面付近から良質の粘土が
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Summary
On the e campus of TOhOku University a 10t Of archacO10gical sites are known.Axnong them, Sendai
Castle is the rnOst famous and largest one.Almost al1 0f the south part Of Kawauchi campus is iocated on
its secOndary citadel area.Aobayama campus includes remarkable Paleolithic sites,and locality B is dated
to xnore than 100,000 years ago.
In」apan,if existing circumstances need to be changed in the known site area,excavation research on the
buried cultural properties must be carried Out.According to legal prOcedures,the cOmH� ssiOn for research,
which was Organized in 1983,carried out rnany salvage excavations fOr ll years,It was reorganized into the
Center in 1994 to improve conditiOns of research. The Center mainly carries out salvage excavations of
archaeological sites on the campus,analyzes these recOrds and remains and publishes excavation reports.
Conservation and exhibitiOn Of archaeological heritage, studies abOut structure of sites, artifacts,
techniques Of excavation and preservatiOn are also important duties.
This v01ume carries reports of salvage excavations at BK6 on Ka、 vauchi campus,AOE5 on Aobayama
campus, TW14 on ToH� zawa campus, which 、vere carried out by the CoHllnission of Buried Cultural
Properties on Campus in 1996.
BK6 site(Loc.6 of samurai residences located at the side of north outer moat of Ninomaru)
This site 、vas excavated prior tO the imprOvement of the 、vater pipes at Kawauchi campus. A lot of
archacO10gical features were found in this area.It seems that this area、vas a part of samurai residences of
Sendai castle town.
AOE5 site(the fitth excavation of Aobayama site Loco E)
In Aobayama campus,Paleolithic sites,at LocatiOn B(AOB),Location E(AOE),and Location F(AOF),
were discOvered in 1982,and they、 vere excavated in 1984 prior to cOnstruction.
AOE5 site was excavated in 1996 priOr tO cOnstruction of the pump cistern building,Pottery sherds and
stone tools belonging to the late stage of lnitial JOmon period amount to 71 and a trap pit were found at
this site.The」 omOn pottery frOm AOE5 with scratch marks xnade by shell― edge belongs to the late stage of
the lnitial」 omOn periodo The pottery is classified as the Aobayama E type Jomon pottery which has been
fOund in large quantities at AOE3.AOE5 seems to be situated at the verge of the settlement belonging to
the late stage of the lnitial」 omon period found at AOE3.
Palacolithic cultural horizons
Palaeolithic artifacts were discovered froni two cultural horizons at location E of the Aobayama site,in
the fifth terni excavations of 1996.The upper horizOn is recognized frOrn the lower part of stratun1 3 to the
top level of stratun1 4.It belongs to the Late Palaeohthic period.The lower horizon is recognized at the top
level of stratulln 7b.It belongs to the �[iddle Palaeolithic period.
The lower part of stratum 3 contains Aira― Tn tephra(AT),which is a wide range l■ arker tephra in
」apanese archipelago dated to 22,000 to 25,000 years bp.The top part of stratun1 5 contains Kawasaki scoria
(Za―Kw)、vhich is local and dated to about 30,000 years bp. The lowest level of stratum 6 contains
Yanagisawa tephra(Nr― Y)。 Stratum 8 is Medeshima pumicc(Ac‐Md)which has local distributions in the
area south of Sendai.The dating result of �ledeshilna pu■ lice varies with methods.It was dated to 64,000
years bp by thermolu■linescence lnethodi 54,000 years bp(for the sOil fronl the original volcano)by ESR
(electrOn spin resonance)rnethod;and 68,000 and 83,000 years bp(for the sOil frOna the site)by ESR rnethod.
Layers from the lo、 ver part of Straturn 3 to the top level of stratuln 4 yielded a lithic concentratiOn which
is characterized by developed blade technique.Eleven artifacts were found in an area of 16× 10m.They are,4
knives,l endscraper,l unifacially retouched tool,and 3 flakes.There are two refits.Blades were rnade with
developed core preparation techniques,and they were retouched to knife― shaped tools and an end― scraper.
Nine of them were rnade of siliceous shale.T、 vo artifacts、Ⅳere rnade of quartz andesite.
The top level of stratun1 7b yielded a lithic concentration、 vhich is characterized with convergent scrapers
(pointed scrapers)。 Nine artifacts、 vere discovered in the lo、 ver cultural horizon.They、 vere recovered in an
area of 5× 7m.Seven of theni、 vere found in a small area of 2.5× 0.5m.They are,3 points,2 flakes with
Hlicroflaking,2 flakes,l core,and l chip.Seven cObbles,which are considered to have been brought to the
site,associate the artifact concentration.Flakes are small and、 vide.Artifacts were Fnade Of siliceous shale,
tuff and chalcedonyo ChronOlogically,they are dated between two tephras,that is,Nr‐ Y and Ac―�ld.
Chronology of PalacOhthic sites around Aobayama.
Six Palaconthic sites are located around the Aobayama hill.They are,location B and location E of the
Aobayama site,the lramada_uenodai site,the Kitamae site,the ToHlizawa site,and the Uenoharayama site.
The Aobayama sites are situated on the highest river terrace.Others are situated on 10wer terraces.These
sites are discussed in terms of characteristics of industries, and stratigraphy around Aobayama, to
construct chronological schemes,Tephrochronology is important,These assemblages are classified into 5
cultural phases,on the basis of local stratigraphy.
The uppermost phase consists of assemblages found in the soft loa■ l deposits that lic at the top of loam
layers.It includes a point industy fronl stratun1 5 to the upper leve1 0f stratun1 6 of the Yamada― uenodai
site.
The second recent phase consists Of assemblages frona the hard loanl deposits that he upper than Aira― Tn
tephra(AT).It includes blade industries discovered frona the lower level of stratun1 3 and the top surface of
stratu■1 4 at location E of the Aobayama site,strata 5 and 6a at the l」 enoharayama site,Developed blade
techniques prOduced tools such as backed knives,endscrapers and burins.
The next,earher cultural phase consists of assemblages recovered from the dark hard loaHl deposits(that
is, so_called Wblack band‖ )which he at the positiOn upper than KaM′ asaki scOria (Za_K、v). It includes
assemblages frOnl the surface of stratum 5 at location B of the Aobayama site,strata 7,8 and 9 at the
Yamada―uenodai siteo They are flake and blade based industries with tOOIs such as scrapers and nOtches,
and be10ng tO early half Of the Late PalaeOhthic period,
The older cultural phase(Middle Palaeohthic)consists of assemblages yielded froln loam layers that are
lower than Za_K、 v.It includes assemblages discOvered from the surface part of stratun1 7b at location E of
the Aobayana site, strata 21_31 at the Yamada― uenodai site, the top parts of strata 15 and 17 at the
Kitamae site,and strata 8-10 at the Uenoharayama site.These assemblages include convergent scrapers
、vith pointed end,scrapers and flake toOls,They utilized small and wide flakes.
The 01dest cultural phase consists Of assemblages excavated from loam layers that are tower than Ac― Md.
It includes the assemblage discovered frOna the surface part of stratunl lld at 10catiOn B of the Aobayama
site in 1984.It is the earhest evidence of human Occupation arOund Aobayama,
MicrOwear analysis of lithic artifacts,
Use‐ wear analysis based on TOhOku University rnethOd(a counterpart of ttKeeleyis l■ ethod‖ that includes
H�crO、vear ponsh analysis)、 vas apphed for functiOnal interpretation of lithic artifacts.
Nine artifacts Of siliccous shale from 10wer stratum 3b to top of stratun1 4 were analyzed,and microwear
polishes、vere detected on 6 of them.Functional inference was possible on four Of them,as f01lows,A knife
was utilized fOr scraping dry hide on the cOnvex base and a lateral side, priOr to inverse retouch. An
endscaraper was used for rawhide scraping on the retouched、 vbrking edge,A knife was used on、vood,for
whitthng on the retouched edge,and for cutting On the other sharp lateral edge,Another knife was used for
tasks such as scraplng hide,whittling bone/antler.
Six artifacts from the tOp of stratuna 7b、 vere analyzed tO Obtain functional inferences.A pointed scraper
、vas utilized fOr scraping dry hide on the retouched edge, T、 vO flakes with H� crOflaking were used for
whitthng bone/antler.Heavy abrasiOn、 vas detected on an edge of a pointed scraper,indicating the working
edgeo Another pointed scraper has edges which exhibit variable degrees of abrasion.
Analysis Of vertical distribution patterns of artifacts.
Patterns of vertical distributiOns of lithic artifacts、vere analyzed with piece― plot data fronl sites around
Aobayama. Artifacts mOve under deposition, The elewations at which  artifacts were plotted are
statistically analyzed.The degree Of vertical dispersal exhibits differences among assemblages.
The range of dispersal in levels varies、 vith chrOnological position.The rnOst recent phase has the widest
range of vertical distributions. On the Other hand, vertical dispersal is Hinixnal to、 vard the bottom of
stratigraphy at mOst 10catiOns,There is a tendency of、 vider vertical dispersal tOward the tilne period of
glacial lnaxilnum at 20,000 years bp.It is indicated that the degree of post depositional artifact rnovement
has sOme relatiOnship with cOld climates.
TW14 site(Loc.4 of Ashinokuchi site at TOnlizawa campus)
This area、vas excavated prior tO cOnstruction Of a building fOr sOurces of electricity and the l■ easuring
labOratory of LabOratOry of Nuclear Science,and imprOvement of the water pipes at Tomiza、 va campus.A
10t Of clay pits be10nging to the hrst stage of the Final」 omOn period、 vere found from location l.Andェ nany
fallen trunks and branches Of cOniferous trees were found frOrn location 2.The results frOm radiocarbon
dating indicate these、vere formed at the tilne of the first period Of the last glacial epoch. A part of pit
d、velling belonging to Nara or Heian periOd was found fronl an attached facility location,
Jomon clay pits found at Loation l of T�14
A group of clay pits and a feature to 、vhich a pOttery had been fixed were found on the surface of
straturn 6 at Grid l Of TM4.Clay pits had been dug at the place where thick clay stratuni existed at shanOw
positiOn frOm the ground surface of」 OmOn period.Clay pits of small size were basically oval shaped,、 vith
diameters Of a little over i meteri and one persOn could dig clay into them.()lay pits Of big size、 vere in
various shape and scale, because they consisted of several overlapped clay pits OF small size. The cross―
section of rnany of the clay pits opens out in a gourd― shape at the bottom,because when the clay layer was
reached,the clay within reach of hands Or tools、 vas scooped out iaterally,in line、 vith the thickness of the
clay layer. Some of clay pits are uneven at the bottom,but the leve1 0f their bottoms is allnOst in accord
with the level of clay layer underneath.Clay and sandy soil have accumulated alternately in clay pits.
Vヽe know only 14 or 15 sites、vhere」 OmOn clay pits have been found in entire Japan,Clay pits and kilns
be10nging to periods after」 omOn Often exist near sites where Jomon clay pits have been fOund.Clay pits
belonging to periods before the early stage of late」 omon period have been found at base settlements.Clay
pits belonging to the final JOmon period have been found at both base settlements and small settlements.
Archacological remains from the clay pits
�lost of artifacts、 vere found frorn the clay pits at the site,Pottery amounts to 50,and there is a variety
of pOttery types.These pottery belong to the first stage of Final」 omon period,which has the same type
construction as the YamanOuchiis WObOra BC type".But some fern― like motif named Wshidaioumon‖ becorle
flat.Because of this,the pottery is Of later phases.Most of pottery contains spongy needle― shaped bone.
WIany pottery H� xed、vith this needle― shaped bone are found frOnl the basin Of the Hirose River and the
Natori River.In pottery cornpOsition,the pottery discovered from clay pits is similar to other sites.
The pottery is sirnilar to those frorn Nakasawame Shell �lidden located on northern part of K/1iyagi
prefecture.But a fe、 v points are different.For example,pots、 vith necked rim and plates with stepped body
are fOund from TM4. And in Th/14, cord― ェnark impressions 、vith t、villed cords are more popular than
Nakasa、vame Shell Midden. It seems that the pottery frOrn TA/14 is related to the south part of the
Northeastern District of」 apan,The pOttery has local characteristics of the basin Of the Hirose River and
the Natori River,
Twelve stone ixnplements were found. StOne irnplements consist of spatula― shaped tools , scrapers,















1 調査区全景 (南 から)
|フ  ,itti■ |:Ⅲ囀導嚢韻機
3 1号土坑上面遺物出土状況 (東 から)
3号溝、ピット10(東 から)













図版 1 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点全景・検出遺構
Pl l Views and features at BK6
157
1.ピ ット5～ 7(東から)
3.1号池状遺構、 2号池状遺構 (東 から) 4.ピ ット1、  1号池状遺構 (東から)
C8 C9
図版 2 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点検出遺構・出土遺物 (1)
































図版 3 仙台城二の丸北方武家屋敷跡第 6地点出土遺物












,1      等       _
軒→洋
3層上面調査区全景 (西から)1996年 4月 26日 3層上面調査区令景 (北 から)1996年 4月 26日
と号土坑セクション (東 から)1996年 4月 22日
2号土坑セクション (南 から)1996年 4月 24日
7 ビット 1・ 2(南 か ら)1996年 4月 22日
図版 4 青葉山還跡 E地点第 5次調査  2層 ～ 3層 上面 (1)










6 3号土坑 (南から)1996年 4月 26日
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5 ビット10(北束から)1996年 5月 14日
7 ビ ット11(北 力ゞ ら)1996年 5月 15H
図版 5 青葉山遺跡 E地 点第 5次調査  2層 ～ 3層 上面 像)
P1 5 ＼licw、 ()∫ OヽE5 1ょふIcl■ lI()laa ttti atuin 2モ o thc tOp lcfoi Oi stlntunュ 312)
2 ビット7(北 から)1996イ「 4月 Z6日
■七●











1.風倒木跡 1セクション (南か ら) 1996年 4月 9日 2.風倒木跡 1(南から)1996年 4月 10日
3.風倒木跡 2(西から)1996年 5月 20日 4.風倒木跡 3セ クション (南から)1996年 4月 26日
5 4層上面～ 5層調査区全景 (北から)1996年 5月 21日 4層上面～ 5層 上面調査区南西部分
:    
―            ギII● :tiェ |― |
8.BA・ BB-8,9区 4層上面 (西から)1996年 6月 7日
図版 6 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 風倒木跡 ・3層下部～ 4層上面 (1)
P16 ViewsOf AOE5,layers from the10wer part of stratun 3 to the top level of stratum 4(1)
7 4層上面～ 5層調査区全景 (北東から)1996年 5月 21日
1 3層下郡～4層 上面遺物出土状況 (北東から)1996年 5月 21日 2.Nol石器出土状況 (南から)1996年 4月 5日
3.No 21石器出土状況 (北 から)1996年 4月 15日 4 No l・ 21石器出土状況 (北か ら)1996年 4月 15日
5 No 22石 器出土状況 (南から・取り上げ前)1996年 4月 15日 6 N046石器出土状況 (南から・再置)1996年 4月 17日
7 No 81石器出土状況 (南 から)1996年 4月 13日
図版 7 青葉山遺跡 E地点第 5次調査  3層 下部～ 4層上面 (2)
P17 Viewsof AOE5,layers from the 10wer part oF stratum 3 to the top level of stratum 4(動
8,No 92石器出土状況 (南から・取り上げ前)1996年 4月 16日
l B・ C-3区風倒木跡セクション (西から)1996年 7月 24日 2 F-6区 5層 中検出の落ち込み (北から)1996年 6月 3日
要
iFFiFi
4,7b層上面遺物集中地点 (北東から)1996年 7月 4日
ρち・将置)上υυ6年 6月 1日     7 No1001・ 1002石器出■l対兄備から,再箇 1996年 6月 1日
図版 8 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 5層 ・7b層上面 (1)











5 No 1001石 器出土状況 (西から。再置)1996年 6月 1日
6.N01002石 器出土状況 (西から。再 1996






図版 9 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 7b層 上面 (2)。 調査区断面 (1)
P19 Viewsof AOE5, the tOp leve1 0f stratum 7b(2)and Cross sections Of AOE5(1)
2 No1001～ 1004石器出EL対兄(西から・〒覇動�的100Jよ出■l寺と表詞逆 199俳 6月 3日
No 1007石 器出土状況 (西 から)1996年 6月 19日
調査区最終状況 (北から)1996年 7月 18日
i彪言哲
6.A-8区 東西撹乱北壁 (南から)1996年 5月 8日 7 B-8区東西撹乱北壁 (南から)19餌年5月 8日
C-8区 西側東西境乱北壁 (南から)1996年 5月 21日 C-8区 東側東西撹乱北壁 (南から)1996年 5月 21日





1996年 7月 18日       8.2・ 3列調査区西
青葉山遺跡 E地点第 5次調査 調査区断面 修)
Pl 10 Cross sectiOns Of AOE5(2)





8.2・ 壁 (東から)1996年 7月 18日7.  3
t 調査区北西隅深掘り (北東から)1996年 6月 27日 (西から)1996年 7月 5日
列調査区北東隅深掘り南壁 (北から)1996年 6月 5日   8.H列 調査区北東隅深掘り南壁 (北から)
図版11 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 調査区断面 (3)
Pl ll Cross sectiolas of AOE5(3)
3.調査区南東隅深掘り (南西から)1996年 6月 3日 4.調査区南東隅深掘り東壁 (西から)1996年 6月 3日
5.調査区北東隅深掘り東壁 (西から)1996年 6月 5日 6.」 ,I列調査区北東隅深掘り南壁 9ヒから)19餌年6月 5日
1996年 6月 5日
図版12 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 2層 ～ 3層 上面出土遺物













図版13 青葉山遺跡 E地点第 5次調査 3層 下部～ 4層上面出土旧石器        S=4:5









図版 14 青葉山遺跡 E地点第 5次調査7b層上面出土旧石器
















図版15 青葉山遺跡 E地点第 5次調査出土礫
Pl 15 Pebbles discowelecifrom AOE5






Flタ イプ      9





図版 16 青葉山遺跡 E地点第 5次調査出土旧石器の使用痕 (1)





Flタ イプ      10





Dlタイプ      9






図版 17 青葉山遺跡 E地点第 5次調査出土旧石器の使用痕 似)












図版 18 芦 ノロ遺跡第 4次調査 1区全景・断面
Pl 18 たヽic、vs and crOss sections of10catiOn l at Tい ッ径4
2.全景 (南から)










6 2号 土坑セクション (北 西か ら)
図版19 芦 ノロ遺跡第 4次調査 1区検出遺構 (1)
Pl 19 Features of10cation l at Ttt14(1)
3 1号土坑底面遺物出土状況 (北から)
tiす |lit―龍 t螺





1 3号土坑 (北から) 2.4号土坑 (北西から)
４
苺
3.4号 土坑東西セクション (南 か ら)
7 5・ 6号土坑検出状況 (西から)
6 4B土 坑埋± 5層 中遺物出土状況 (北から)
2・ 5・ 6号土坑 (北東から)
4.4号土坑南北セクション (東 から)
176
図版20 芦ノロ遺跡第 4次調査 1区検出遺構 確)








芦ノロ遺跡第 4次調査 1区検出遺構 偲)
P1 21  Features oflocation l at Tい ン14(3)
6号土坑セクション








芦ノロ遺跡第 4次調査 1区検出遺構 は)
22 Features oflocation l at Tい ッ14に )
2 9号土坑東西セクション東半部 (南西から)
4 9号土坑埋土中遺物出土状況 (北から)
6.10号 土坑 (東から)9号土坑埋± 6層 中遺物出土状況 (南から)
7.11号土坑 8 12号 土坑セクション (東から)
1 13号土坑 (北 か ら)
雛11:事
2 13号 土坑セクション (東から)
ン (北から)
いら)                   8 ビット3セ クション (南から)
図版23 声ノロ遺跡第 4次調査 1区検出遺構 脩)
P1 23 Features of10cation l at TN/14(5)






5.ピ ット7(北西か ら) 6.4B土 坑底面ピット内遺物出土状況 (南 か
図版24 芦ノロ遺跡第 4次調査 1区検出遺構 俗)
P1 24 Features of10cation l at TM4俗 )
2.ピ ット4セ クション (南から)






1 6層 上面全景 (東 から) 2 6層 上面全景 (北か ら)





図版25 声ノロ遺跡第 4次調査 2区金景・遺構





















7 C-6区 泥炭層上部 (南から)6 B-5区 泥炭層上部 (東か ら)
図版26 芦ノロ遺跡第 4次調査 2区泥炭層 (1)
P1 26 Views of peatlayers at 10cation 2 of Tヽ 14(1)
1 泥炭層下部全景 (南 から) 2 泥炭層下部全景 (東 から)
3 C-4区 泥炭層下部 (北から) 4 C-5区 泥炭層下部 (西から)
5,D-7区 泥炭層下部 (西から)
図版27 芦ノロ遺跡第 4次調査 2区泥炭層 似)
P1 27 Views Of peat layers at location 2 of Tトン【4(2)
6 C・ D-6・ 7区泥炭層下部 (南から)





芦ノロ遺跡第 4次調査 2区泥炭層 儡)





































P1 31 Pottery from TK/1(21
芦ノロ遺跡第 4次調査出土遺物 儡)
P132 Pottery from TM4131
図版33 芦ノロ遺跡第 4次調査出土遺物 傲)
P133 Pottery from TM414〉
S=1:2
図版34 芦ノロ遺跡第 4次調査出土遺物 G)
P134 Pottery and stoneimplements from T小 ン14(働
P32、 38、 39、 44、 46、 47、 50  S==1 : 2
Sl～ 3 S=2:3
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2000年 11月 の宮城県上高森遺跡などでのねつ造の発覚以降、当センターが調査を実施 し、藤
村新一氏が関与した青葉山遺跡 E地点第 5時調査 と青葉山遺跡 B地点の調査成果について、当
センターでは検討を続けてきました。





れてお りません。 したがって、灰色をまぬがれないとい うのが、当センターの評価で した。そ
のため、この問題の解決のためには、他遺跡の状況も含めた、様々な方面からの検討が必要で
あり、学界での厳 しい検討にゆだねたいと考え、その立場を報告書の中で表明いたしました。
その後、2001年 10月 に、日本考古学協会が設置 した特別委員会の調査によつて、青葉山遺跡
E地点第 5次調査において、藤村氏がねつ造を行つていたことを認めたという証言が得 られて













たもので、その後出上したものを合わせて、石器 9点 と礫 7点が発見されています。
考古学協会の特別委員会に対して、藤村氏自信がねつ造を認めているものです。
当石器群の石器には、黒褐色の「ライン様付着」が顕著に認められるものが 2点あり、その







当石器群は、石刃を素材 とするナイフ形石器が伴 う、後期旧石器時代のもので、石器 9点 と
礫 1点が発見されています。
調査地点の厚 さ約 lmの盛土を重機で除去した後、清掃に入つた段階で発見されています。
この調査経緯からは、藤村氏の関与は想定し難いが、予想 し難い関与の危険性も考慮 し、慎重     |
にあつかう必要があると考えます。





1984年 に調査を実施 し、『東北大学埋蔵文化財調査年報 2』 において報告 したものであり、
調査経過などの詳細は、そちらをご参照下さい。また調査経過については、『東北大学埋蔵文















また出土遺物点数が、石器 2点 と礫 1点だけと少数であり、石器群の検討から、その当否を
判断するには、あまりにも少数 と言わざるを得ません。このような資料をもつて、その存在 自
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